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はは    じじ    めめ    にに  

令令和和 66 年年度度道道徳徳ララボボ成成果果教教材材のの刊刊行行ににああたたりり  

「「道道徳徳ララボボ１１５５分分・・３３００分分研研修修支支援援シシーートト集集」」  

 

小学校においては、平 成 ３０年の特別の教 科 道 徳の全面実 施から、はや７年が、中 学校でも６年

が経過した。さて、学校における道徳科の授業時間の量的確保だけでなく、質的充実はどのような状

況であろうか。教師間格差や学校間格差が見られるとの指摘はどのように改善や解決が図られてい

るのだろうか。これらの改善 や各 教 員 の道 徳 教 育 に対 する意 識 向 上 の大 きな鍵 となるのが、道 徳 教

育に係る校内研修の充実である。 

一方で働き方改革のもと、校内研修の時間設定も厳しい状況である。昨今、特に教員不足、教員

採用試験の倍率低下などの一要因として教員の多忙な現状の改善が喫緊の課題として叫ばれてき

た。つまり、教 職員 の資 質 能 力向 上 に効果 的 な研 修は必 要でも、その時 間を生み出 すことは至 難 の

業ともいえる学校現場の状況を踏まえた研修の実施、充実が求められているといえる。 

四国 地 域 教職 アライアンス香川 大 学センター、本 学教 職 大 学院 では、これまでに、令 和元 年 度の

道徳ラボ成果教材として「道徳ラボ －校内研修の充実－ ３０分で挑戦！演習用シート教材集」を作

成 し、配 布 してきた。「道徳 ラボ１５分 ・３０分 研 修 支 援 シート集 」は、令 和 元 年 度 版 を基 盤 として、新

たに１５分でも取り組める内容を加えて充実を図った。その際に令和６年度の道徳ラボ成果教材とし

て、上 記のような状 況 も踏 まえながら、管 理 職や道 徳 教 育推 進 教 師 、研 究 主 任など、校内 研 修を推

進するうえで、キーマンとも言える皆さんに分かりやすく実践の一助となることを心がけて編集してきた。 

また、若手教員の研修にも活用できるように、出来るだけ平易な言葉で記述すること、学習指導要

領の関係箇所も明示することなどにも配慮した。  

各 校 で道 徳 科 や道徳 教育 を推 進 する際 、推 進 する様 々な立 場の先 生 方にとって、道 徳 教 育 に係

る校内研 修の充実につながる研修シートとなればと願っている。さらには、学校教 育活 動全体 で取り

組 む道 徳 教 育 の充 実 、そして児 童 生 徒の道 徳 性 の発 達 や健 全 な成 長につながってほしいと祈願 す

る。校内研修を組織として展開する道徳教育推進の一助となれば幸いである。                   

令和７年３月１日 

 植田 和也 
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教教員員にに求求めめらられれるる資資質質能能力力のの経経緯緯とと短短時時間間研研修修ののすすすすめめ  

 

１１  研研究究とと修修養養がが求求めめらられれるる教教師師ととししててのの道道  

教 育 の本 質 は、教 師 と児童 生 徒 の人 格 的 な触 れ合 いにあり、知 識 、技 術 の伝 達 とともに、教 育 を

受ける者の人格の完成をめざしてその成長を促す営みである。いつの時代も教育について論ずる際、

その担い手となる教師の姿や有様が問われてきた。教育環境には人的環 境、物的環境があるが、教

師は子どもとともに多くの時間を過ごし、子どもたちの成長・発達と深く関わることができるのである。

それだけ子どもの成長にとって教師の存在は肝要なのである。 

教師にとって、学び続ける姿勢、まさに研修を通 しての力量向上は言うまでもないが、教 育基 本法

第九条（平成１８年改正）や教育公務員特例法第二十一条でも規定されている通り、、「「絶絶ええずず研研究究

とと修修 養養」」に努めなければならない。研 修を通じて、職 責の使 命を自 覚し職 務を遂 行しなければならな

いのである。ここで言われる修養について確認しておきたい。 

「精神を錬磨し、優れた人格を形成するようにつとめること」（広辞苑） 

つまり、教 師 には教 科 書 の内 容 や専 門 的 な知 識 を分 かりやすく教 える技 術 的 な側 面 だけでなく、

人間としての品性や人格の向上が強く求められている。この点は、教師に求められる資質能力として

常に問われ続けてきたことであり、子どもの前に立つ教師である以前に一人の人間としての姿勢その

ものが問 われているといっても過 言 ではない。換 言 すれば、教教 師師 自自 身身 のの成成 長長 しし続続 けけるる姿姿 、、自自 ららをを磨磨 きき

高高めめよよううととすするる姿姿勢勢が子どもに大きな影響を与えるのである。 

 

２２  答答申申等等でで教教員員にに求求めめらられれててききたた資資質質能能力力  

（（１１））HH1177：：優優れれたた教教師師のの条条件件、、HH2244：：学学びび続続けけるる教教員員像像、、HH2277：：アアククテティィブブ・・ララーーニニンンググ型型研研修修  

遡 れば、約 ２０年 前 の平 成 １７年 １０月 に示 された中 教 審 答 申 「新 しい時 代 の義 務 教 育 を創 造 す

る」では、「教教 師師 力力 、、学学 校校 力力 、、人人 間間 力力 」として３つの力 が明 記 され、義 務 教 育 の改 革 や充 実 が叫 ばれ

た。さらに、「優優れれたた教教師師のの条条件件」として次の 3 項目が提示された。 

①教職に対する強い情 熱（教師の仕事に対する使命感や誇り、子 どもに対する愛情や責 任感など） 

②教 育の専 門 家としての確 かな力 量（子 ども理 解 力 、児 童 ・生 徒 指導 力 、集 団 指導 の力 、学 級づ

くりの力、学習指導・授業づくりの力、教材解釈の力など） 

③総 合 的 な人 間 力 （豊 かな人 間 性 や社 会 性 、常 識 と教 養 、礼 儀 作 法 をはじめ対 人 間 関 係 能 力 、

コミュニケーション能力などの人格的資質、教職員全体と同僚として協力していくこと） 

そして、平成１８年７月の中教審答 申「今後の教 員養成・免許制 度の在 り方について」では、平成

９年、１７年各答 申の基本的な考え方は今後も尊重していくとしたうえで、専門性の向上や最新 の専

門的知識や指導技術等を身に付けていくこと、『学学びびのの精精神神』が強調された。その後、平成２４年８月

の中教審 答申「教 職生 活の全体を通じた教員 の資質能 力の総合 的な向上 方策について」では、学

び続 ける教 員を支 援 する仕 組 みの構 築（「学学 びび続続 けけるる教教 員員 像像 」の確 立）が必 要 とされるとともに、初

任 段 階 の教 員 が困 難 をかかえており、養 成 段 階 における実 践 的 指 導 力 の育 成 強 化 が求 められた。
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その点 からも、教 員 の資 質 能 力 向 上 には養 成 ・採 用 ・研 修 の各 段 階 における充 実 ・改 善 とともに連

携が重要であることが確認され、その在り方の見直しが議論されてきた。 

また、平 成 ２７年 １２月の中 教 審 答 申 「これからの学 校 教 育 を担 う教 員の資 質 能 力 の向 上につい

て ～学 び合 い、高め合 う教 員 育 成 コミュニティの構 築 に向 けて～」では、教 員 の資 質 能 力の向 上 に

ついて、研 修 ・採 用 ・養成 の各 段 階 における主な課 題 が指 摘 された。研修 では、多 忙 で時 間 確 保 が

困難なことや自ら学 び続 けるモチベーションを維 持できる環 境整 備の必 要性、アアククテティィブブ・・ララーーニニンンググ

型型研研修修へへのの転転換換等が求められたのである。そして、これからの時代の教員に求められる資質能力とし

て次の３点が明示された。 

○ これまで教員として不易とされてきた資質能力に加え、自律的に学ぶ姿勢を持ち、時代の変化

や自らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を生涯にわたって高めていくことのできる

力や、情報を適切に収集し、選択し、活用する能力や知識を有機的に結びつけ構造化する力。  

○ アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善、道徳教育の充実、小学 校における外国語 教育

の早 期化 ・教 科化 、ICTの活 用、発 達 障害を含 む特 別な支 援を必 要とする児 童 生 徒等への対

応などの新たな課題に対応できる力量。 

○ 「チーム学校」の考えの下、多様な専門 性を持 つ人材と効果 的に連 携・分担し、組 織的・協働

的に諸課題の解決に取り組む力。                （平成２７年１２月 中教審答申：９頁） 

さらに、教員 研 修に関 する改 革の具 体 的な方向 性として、「教員 は学 校 で育つ」ものであり、同 僚

の教員とともに日常的に学び合う OJT（On the Job Training）や自ら課題を持って自律的、主体

的に行う研 修の重要性 が指摘された。このような流れの過程があり、現在の「令和の日本型学校 教

育」につながってきている。 

（（２２））  「「令令和和のの日日本本型型学学校校教教育育」」をを担担うう教教師師にに求求めめらられれるる資資質質能能力力  

令和３年並びに令和４年中教審答申は、平成３１年４月の「新しい時代の初等中等教育の在り方

について」（諮問）以降、「令和の日本型学校教育」の在り方について継続的な議論がなされてきた

延長線上にあるといえる。（詳細は、Ｒ４答申 28-30 頁を参照） 

令和４年の中教 審答 申 『令和の日本型 学校 教 育』を担う教師の養成・採用・研修 等の在り方に

ついて～「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～

では、今後、子供たちの学び（授業観・学習観）とともに教教師師自自身身のの学学びび（（研研修修観観））をを転転換換し、「新新たた

なな教教師師のの学学びびのの姿姿」を実現することが求められた。 

その際、教師に求められる資質能力の再整理として、平成２９年３月に策定された「公立の小学校

等 の校 長 及 び教 員 としての資 質の向 上 に関 する指 標 の策 定 に関 する指 針 」で、指 標 の内 容 に係 る

観 点 として、〇教 職を担うに当 たり必 要 となる素養 、〇教 育 課 程 の編 成 、教 育 又 は保 育 の方 法 及 び

技 術 に関 する事 項 、〇学 級 経 営 、ガイダンス及 びカウンセリングに関 する事 項 、〇幼 児 理 解 、児 童 理

解 、生 徒 理 解 及 び生 徒 指 導 ・キャリア教 育 に関 する事 項 、〇特 別 な配 慮 を必 要 とする幼 児 、児 童及

び生 徒 への指 導 に関 する事 項 、〇学 校 運 営 に関する事 項 、〇他の教 職 員との連 携 及 び協 働に係る

事項、が示された。 
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さらに、令 和３年答 申が示した教師像を、「教職 生涯を通じて探究心を持ちつつ自律的かつ継続

的 に新 しい知 識 ・技 能 を学 び続 け、子子 供供 一一 人人 一一 人人 のの学学 びびをを最最 大大 限限 にに引引 きき出出 すす教教 師師 ととししててのの役役 割割 を

果たしている。その際、子供の主主体体的的なな学学びびをを支支援援すするる伴伴走走者者ととししててのの能能力力も備えている」と示してい

ること、また、具体的に必要な資質能力として、ファシリテーション能力や ICT 活用指導力等が挙げら

れていることなどから、文 部 科 学

省 は、令 和 ４年 ８月 ３１日 に資 質

能 力 に係 る 指 針 を 改 正 し 、その

柱 として、図 に示 すような①教 職

に必 要 な素 養  、②学 習指 導 、③

生徒指 導、④特 別な配 慮や支援

を 必 要 と する子 供 へ の 対 応 、⑤

ICT や情 報 ・教 育 データの利 活

用、の 5 項目に整理し、構造的に

示した。 

  

 

３３  ででききるるここととををままずず一一歩歩  ～～短短時時間間ででももででききるるここととかからら～～  

様々な面 で厳しい学校 環境 下 であるが、研 修はさせられるのではなく、教 員自 らが自 身の資質 能

力 向 上 のために主 体 的 に取 り組 むことが不 可 欠 である。研研 修修 へへのの主主 体体 性性 とと自自 ららののここととととししてて取取 りり組組

むむ当当事事者者性性が、実りある研修につながるうえでも重要な鍵となる。 

周 知 の通 り、令 和 の各 中教 審 答 申 でも校 内 研 修 や授 業 研 究 の重 要 性 に加 えて、各 学 校 や個 人

に応じた研修をデザインすることの肝要さが指摘され、教教師師のの学学びびとと子子どどもものの学学びびはは相相似似 形形として表

現されるなど、教育者として学び続ける姿が一層希求されている。 

校内で全教職員が集い、集中的に多様な研修が継続できれば理想だが、各学校の現状を踏まえ

たうえで、短 時 間 でもできることから何 か一 つ取 り組 んでいきたい。小 さな一 歩 からでよい。時 間 が

15分しか取れないなら、その貴重な１１５５分分ででででききるるここととにに内内容容をを絞絞るることから考えてほしい。３０分なら、

３０分でできることを具体的にイメージすることからである。 

本 研 修 支 援 シートでは、短 時 間 （１５分や３０分）での個 人 、学 年 団 、校 内研 修 をイメージし、道 徳

科の授業づくり、道徳教育の推進に関して、研修内容を参考例として示している。「１５分・３０分研修」

としたのは、令和元年度版の「３０分で挑戦！研修シート」と同様に 

① 如何に集まる時間を少なくできるか 

② そのために事前に各自ができることは何か 

③ 研修担当者はどのような準備をしておくとスムーズにできるか 

といった観点から、各学 校の現状に合わせて短時間での研修を試みて欲しいという考えからである。

あくまでも一つの手順や方法としての提案なので、各学校等の実情に応じて、使いやすいようにアレン

【文 科 省 HP 公 立 の小 学 校 等 の校 長 及 び教 員 としての資 質 の向 上 に関 する指 標 の策 定 に関 する指 針 】  
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ジしたり、自 らの学 校の取組を新 たにまとめて紹 介したりしていただくなど、短 時間でもできる校 内 研

修 や学 年 団 研 修の広 がりを期 待 するところであり、自 分 たちで校 内の状 況を踏 まえて研研 修修 をを自自 ららデデ

ザザイインンすするることを愉しんでほしいと願っている。 

 

４４  自自校校のの状状況況ににああっったた研研修修内内容容のの企企画画  

道徳 教 育に関 する演習 や作業 などを取り入れた研修 も多様 に考えられるが、教 員が主 体的 に取

り組むには、内容が自校の状況や実態に応じているかという点が重要である。その点から、道徳教育

推進 教師が研 修主 任や教務 主任と、自 校の道 徳教 育の状 況をイメージしながら校 内 研修の企 画･

実 施 を具 体 的 に検 討 することにも挑 戦 してほしい。例 えば、全 体 での校 内 研 修 以 外 にも、若 手 教 員

の道徳教育研 修を実施 するとすれば、どのような内容や具体的 な展開を考えてみることもよい。下記

は、あくまでも検討の手順例である。 

① 自校の道徳教育の状況等を踏まえて、可能な時間（例：１５分や 30 分以内）の研修で、できそ

うな内容を思い浮かべてメモする。さらに、目的（何のために）を考える。その際に、教育計画や事

前 に教 職 員 からアンケート等 で希 望 を聞 いておくことも考 えられる。例 えば、内 容 をイメージする

際に、次の視点から検討もできる。 

〇今年度の重点方針や事項に関することで管理職が繰り返し話している内容で･･･。 

〇今年度、取り組み実践するはずだが十分にできていないことに関する内容で･･･。 

〇児童生徒の現実の姿で、何とかしたい思いを感じていることを思い浮かべて･･･。 

② 研修でめざすゴールを具体的に描く。その際に、めざす姿をより具体的に、「研修後に、〇〇がこ

こまでできていれば・・・。」と描くことである。 

③ 研修の内容や手順を分かりやすく書いてみよう。事前に準備できそうなことは何か、参加者が持

参すべきもの等を具体的に検討しておきたい。また、事前の研修ニーズ把握アンケートを活用し、

２年計画で取り組むことや方法等のアイデア募集 も考えられる。さらに、取り組みたい内容は、学

習指導要領解説特別の教科道徳編や総則編での関係箇所を確認しておく。 

④ ここまでできれば、簡 単に研修の手順を整理 して、研修にあった名前を付けてみよう。そして、研

究主任や教務主任と相談し、時間の位置付け等について話してみましょう。 

 

「学 び続 ける教 員 像 」、「研 修 のデザイン」と言われるように、常 に教 師としての在り方 を自 律 的 に

問い続 けていこうとする、「「教教 師師 自自ららがが、、自自 ららのの在在りり方方をを、、自自 ららにに問問いい続続 けけるる」」ことを基点として研 修 に

臨んでほしい。各校の校内研修が現状を把握しながら、一歩一歩推進されることを願いたい。 

 

参 考 文 献  ： 七 條 正 典 監 修 ､植 田 和 也 、浅 部 航 太 、清 水 顕 人 、鈴 木 賢 一 、小 島 啓 明 編 2022 

「道 徳 科 を要 とした道 徳 教 育 の推 進 ～校 内 研 修 の充 実 を求 めて～」美 巧 社  
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１ 道徳科の授業における課題確認 

２ 自校の道徳教育や学校の重点目標の確認 

３ 道徳科の計画と実践をつなぐ工夫 

４ 自らの描いている道徳科授業の具体的なイメージ化 

５ 授業構想シートを活用した教材分析 

６ 道徳科に生かす指導方法の工夫を具現化 

７ 板書写真から授業についての振り返り 

８ ICT を活用した道徳授業の振り返りと改善 

９ 研修目標から、研修と自分の振り返り 

１０ 研修と研修の間の期間を生かして、研修の「自分事」 

１１５５分分研研修修支支援援シシーートト  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修１１  ＞＞  道道徳徳科科のの授授業業ににおおけけるる課課題題確確認認  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・ 自 ら の 課 題 を 意 識 す る た め に 、 学 習 指 導 要 領 解 説 特 別 の 教 科 道 徳 編 で 道 徳 科 の 目 標 や 「 道

徳科に生かす指導方法の工夫」等を 読み直し、再確認して おく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・付箋（ ２種類の色、例：黄色・水色）  

 ・画用紙か模造紙（グループの 数だけ）  

 

１  手順と 指示する内容 

（ １ ） 道 徳 科 の 授 業 に お け る 自 ら の 課 題 を 意 識 す る こ と で 、 授 業 改 善 の 一 歩 に つ な げ る と い う 研

修の 目的を説明する。 自らの課題を黄色の 付箋に書き出す。１枚の付箋に１つの課題を 書くよ

うにする。≪５分程度≫  

道徳の授業における私の課題は・・・  

 

 

 

 

（２）付箋を画用紙か模造紙に貼り、各自の課題をなかま分け す

る。全体を見ながら、互いの課題を 確認する。≪ ５分程度≫  

 

（ ３） 課 題 を 見 なが ら 、 自 分 が 授業 改 善 の ため に 意 識し た い こ と

を水色の付箋に書き、グループや 全体で共有する。≪５分程度≫  

 

２  アンケートの利用 

考えにくい 場合は、まず 下記のような簡単なアンケートを行うこ とも考え られる。  

「道徳科において 目指す授業を考えると、現在のご自身の 授業における悩みや課題は何ですか。

授業を行うとすれ ば、あなたが最も悩んだり困ったりすることを考えてみ ましょ う。」  

 

 

【自らの 実践を 振り返りながら、あなたの悩みを 具体的に想起してみ よう。】  
 
①  （   ） どう教材を読みこ めばよいの か？   教材分析の手順や視点につ いて 

②  （  ） 紙芝居かな、ICT 活用かな？   教材（ 資料）の提示や出会わせ 方について  

③  （  ） 指導案を どう書けばよい のかな？   指導案の書き方や 表現につ いて 

④  （   ） 子どもの考えや意見の取り上げ方が・・・？   効果的な話合い につ いて 

⑤  （   ） 何につい て考え させようと してい るのかな？  ね らいと なる中心価値について  

⑥  （  ） どう問い かけようかな？   考え が深まる中心発問につい て  

⑦  （  ） どう黒板にまとめ ていこうかな？   効果的な板書の 在り方につ い て 

⑧  （  ） どのような活動や 交流を取り入れ ようかな？  効果的な学習活動について  

⑨  （  ） 子どもの学びの 見取りや 評価を どうすればよいの か？   評価につ いて 

⑩  （   ）その他 （                                                  ）  

解 説  小 ： 1 1 5 － １ １ ６ 頁  中 ： １ １ ７ － １ １ ８ 頁  

【 課 題 を な か ま 分 け す る 様 子 】  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修２２  ＞＞  自自校校のの道道徳徳教教育育やや学学校校のの重重点点目目標標のの確確認認  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・教育計画から、今年度の道徳教育の 特徴や 学校の重点となる内容項目を確認しておく。  

 ・4 月の職員会等で配布された教育方針や 道徳教育関係の資料を準備する。 

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

・道徳教育全体計画、年間指導計画、別葉を用意する。 

 

１  ね らい  

教 育 計 画 が で き あ が っ た 頃 に 、 自 校 の 道 徳 教 育 や 学 校 の 重 点 を 誰 か に 聞 か れ た 場 面 を 想 定

し 、 その 相 手に 分 かる よ う に語れ るこ と で 、今 年 度の 自 校の 特 徴や 重点 を 語れ る よ う にな るこ と 。

そのやりとりを 通して 、自校の道徳教育への 理解を深めるこ とができる。  

上記のような研修のね らいを 、研修担当者が最初に簡単に説明し取り組む とよい 。 

 

２  研修の 手順 

（１） 2 人か 3 人で 1 組（できれ ば経験年数の長い方と 短い 方がペアに）をつくる。≪ １分≫  

 

（２）誰かから聞かれればと（様々な相手を ）想定して語ろう。  

聞き役と答える役になってやってみ よう≪１０分≫  

ア ：  他 校 の 教 職 員 （ 聞 き 役 ） か ら 「 学 校 教 育 活 動 全 体 で 取 り 組 む 道 徳 教 育 で 何 に 力 を い

れていますか、特色や 重点は？」と あなたが聞かれれば何と 答えますか。 

イ ： もし 、 転入 し て き た子 ど もの 保 護者 （ 聞 き役 ） か ら 「 ○ ○ 学校 は どの よ う な学 校 で す か 。

伝統や大切にし ているこ とと言え ば？」と 聞かれれば何と 答え ますか。 

ウ： 地域 や保 護 者の方 ( 聞 き役 ) か ら、 「〇 〇 学 校で は どの よ う な児 童 生徒を 育て よ う として

いるの ですか？」 と聞かれれば何と 答えますか。 

 

（ ３ ） 聞 き 役 の 方 は 、 そ の 立 場 で 聞 き な が ら 感 じ た こ と や イ メ ー ジ が で き た の か に つ い て 、 答 え る

役の方にフ ィードバック をしよう。≪２分≫   

 

（ ４ ） さ ら に 、 数 分 で よ い の で 、 事 前 に 用 意 し た 道 徳 教 育 全 体 計 画 、 年 間 指 導 計 画 、 別 葉 を 読 み

直し、今年度の 自校の 重点を具体的に再認識するこ とも効果的である。≪ ２分≫  

 

例 え ば 、 以下 の よ う な こ と で 再認 識 を す る こ と も 考 え られ る 。 時 間 が 無 け れ ば 、 学 年 団 会等

で行うか、各自で事前に確認することも考え られる。  

・道徳教育全体計画から重点と なる目標や内容項目を 確認すること  

・年間指導計画で（複数時間扱いの） 重点内容項目の 教材や 時期等を確認するこ と  

・別葉における重点内容項目に係る教科等や体験活動等の関連を 確認するこ と  

  その際に、計画等に印や色を付けるなど、視覚的に意識できるように工夫するとよい 。 

解 説 総 則 編  小 ・ 中 ： 2 4 － ３ １ 頁   解 説 道 徳 編  小 ： ７ ２ － ７ ７ 頁  中 ： ７ ０ － ７ ５ 頁  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修３３  ＞＞  道道徳徳科科のの計計画画とと実実践践ををつつななぐぐ工工夫夫  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・ 年 間 指 導 計 画 （ ３ ５ 時 間 ） を 可 視 化 す る た め の ア イ デ ア や 他 校 の 事 例 等 を 可 能 な 範 囲 で 収 集

しておきたい 。道徳教育推進教師が教職員に情報提供を 呼び掛けておくとよい。  

 ・計画と実践のずれ をどのように記録、修正すればよいのか、量的確保のため に具体的にできる

ことは何かなどを 各自で考えて おく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・実践例を紹介し 合うための写真や ワーク シート等があれ ば準備して おく。  

 

手順と指示する内容 

１ 道徳教育推進教師から、事前に集まって い る事例や 情報を できれ ば視覚的に伝え る。≪５分≫  

 

２  各自が考えて きたこ と、できそうだと思えるこ とを補足する。具体的にどんなこ とができそうか、

どんなことを 実践して い るかを 情報交換する。≪ ５分≫ 

 

３  管理職や道徳教育推進教師、各推進リーダ ーが、実践例を補足する。≪ ５分≫  

例 

 ・職員室の壁に年間指導計画を はり、実践で差し替えたりしたものは朱書する。 

・背面黒板に実践した道徳の授業の内容を掲示する。 

・学級通信に実践した教材の板書、児童生徒の感想を掲載する。  

・学期に１、２回、副担任や専科教員によるローテーション道徳授業を実施する。 

・毎回の 授業で、板書の タイ トルの 上に第○回と 記載する。 

・道徳の 授業で活用し た資料や 板書データを 保管、共有できるように整理する。  等 

 

４  学年団で実践できそうなこ とはどれかを 考え 、残り時間で準備や 作業に取りかかる。 

 ・道徳教育推進教師は、各学年の実践計画を 把握する。 

 ・学期末に実践の進捗状況の情報交換を して、次の学期に活かす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  計 画 を 可 視 化 し 、 実 践 し な が ら よ り 改

善を加えて いく作業を日常的に行う。  

解 説  小 ： 7 2 - 7 7 、 8 7 - 9 0 頁  中 ： 7 0 - 7 5 、 8 6 - 8 9 頁  

【 各 学 年 の 年 間 指 導 計 画 ・ 別 葉 （ 職 員 室 前 の 掲 示 ） 】  

見直し作業 

① 学習した教材（ 道徳科）にライ ンを

引く。  

② 教材と 関連のある他の教育活動に

マーカーし 、ライ ンで結ぶ。 

③ 変更点や 関連し た他の教育活動が

あれば書きこむ 。 

参 考 文 献 ： か が わ 道 徳 ラ ボ Ｑ ＆ Ａ （ 2 0 1 8 ） 香 川 大 学 教 職 大 学 院 、 香 川 県 教 育 委 員 会 、 香 川 県 教 育

セ ン タ ー  4 - 7 頁  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修４４  ＞＞  自自ららのの描描いいてていいるる道道徳徳科科授授業業のの具具体体的的ななイイメメーージジ化化  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・可能であれ ば 、今年 度の児童生徒の道徳ノ ートやフ ァイルを見直し て、自らが道徳科の授 業づ

くりで何を 意識し ているのか振り返ってみ る。板書写真や データがあれ ば見て おくの もよい。 

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・学習指導要領解説特別の教科道徳編        ・道徳科の教科書 

・児童生徒の 道徳ノ ートやファイ ル  

 

１  ね らい  

 道 徳 科 の 授 業 づ く り で 、 自 ら の 描 い て い る 具 体 的 な イ メ ー ジ を 表 現 し て 、 自 分 で 気 付 く こ と 。

その際に、授業 前、授業 中、授業後 に大切にして いるこ と 、意識している こ とを具体的に書き 出

して、相互に意見交換すること で自己の授業づくりにつ いて理解を深め ることができる。その 後、

解説等を読み直して、自らの授業で大切にしているこ とを 、解説等の関係箇所に記載され てい

る用語で確認すると より効果的である。 

 

２  研修の 手順 

（１） 2 人か 3 人で 1 組（できれ ば経験年数の長い方と 短い 方がペアに）をつくる。≪ １分≫  

 

（２） 各自がめ ざしてい る道徳科の授業を表現すると 、どの ような授業像なの かを 、一人ずつ 自分

の言葉で話す。≪２～３分≫ 

 

（３）（２）で話し た授業づくりのため に、授業前、授業中、授業後で自分が何を 大切にし てい るの

か、特に意識して いるこ とを書きだしてみ る。≪ 個人で 5 分、交流 5 分≫  

 

事後に 、学 習指 導要 領 解説特 別の教 科道徳 編 の 「指導方 法の工 夫」 や 「指導の 配慮事 項」

を 読 み 直 し て 、 道 徳 科で 意 識 し て い る こ と を 価値 づ け 、 意 味 づ け す る と す れ ば 、 関 係 箇 所 に 記

載されて いる用語を確認すると より効果的である。その言葉で表現し伝えてみよう。  

私自身がめざす道徳科の授業づくりのために日々の授業で大切にしていること 

 

１ 授業前に意識し、大切にしていること 

 ○自                   

 

２ 授業中に意識し、大切にしていること 

○自                  

 

３ 授業後に意識し、大切にしていること 

○自                   

 

解 説  小 ： ７ ８ － ８ ６ 頁  中 ： ７ ６ － ８ ５ 頁  

－9－



道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修５５  ＞＞  授授業業構構想想シシーートトをを活活用用ししたた教教材材分分析析  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・各自が教材を 読み 、授業構想シートを使って ねらいと 発問、子どもの 反応を考えておく。  

 ・できれば子どもの 反応に対する問い 返し などを考えておくと よいが、中心発問のみ でもよい 。 

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・学習指導要領解説特別の教科道徳編        ・教材 

 ・ワーク シートや ICT 機器を活用する場合は、事前に周知・準備しておく。  

 

１  授業構想シートの活用の仕方を 共通理解し ておく 

ね ら い は指 導書 を 参 考 にし て も よ い が 、 よ り具 体的 に 書 くこ と がポ イ ン ト 。 特に 「 ② 価 値の 何を

理 解 す る か 」 に つ い て は、 指 導 書 を そ の ま ま 書 き写 し た り 、 「 思 い や り が大 切 で あ る こ と に 気 付き

～ 」 「 規 則 を 守 る 上 で 何 が 大 切 か を 理 解 し ～ 」 と い っ た あ い ま い な 表 現 を し た り す る の で は な く 、

この教材で子どもたち がどんなこ とを学ぶの か、明確にするこ とが大切。 

また、ね らいと 発問はどちらを 先に考えて もよい が、両者が対応して いるようにするこ と。  

 

２  研修の 実際 

まず 、グループに分かれ て、各自が考え てきた授業構想シートを見せ合い、発表し 合う《10 分

以内》。（時間短縮のために ICT 機器を使って 、事前に共有しておくのもよい ） 

次に 、グ ル ー プ内 で 最も よい と 思 う もの を １つ 選 んで 発表 す る 《 ５分 以内 》 。最 後に 、 授業 者が

実際の授業に生かし たいと考え たところを 全員に伝え る。  

 

研 修 日 （   月    日 ）  教 材 名 「                」  

授業構想シート                 （名前                   ）  

１  ね らい  

①  教材の どこを中心的に考えるか 

（～を通して、～を考え、など）  

 

 

 

②  価値の何を 理解するか 

(～に気付き、～を理解し、など)  

 

 

 

③  生き方につい てどの ような考えを 深めるか 

（判断力・心情・実践意欲・態度）を養う、  

を育てる、など 

 

 

 

２  発問と 子どもの 反応 

<発問＞  

 

 

 

 

 

<子どもの 反応> 

 

 

解 説  小 ： ７ ８ － ８ ６ 頁  中 ： ７ ６ － ８ ５ 頁  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修６６  ＞＞  道道徳徳科科にに生生かかすす指指導導方方法法のの 工工夫夫をを具具現現化化  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・ 可 能 で あ れ ば 、 自 ら の 授 業 の 板 書 写 真 や 子 ど も の 道 徳 ノ ー ト や フ ァ イ ル を 見 直 し て 、 自 ら の

授業につ いて簡単に語れるようにし ておくとよい。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・道徳科の教科書     ・学習指導要領解説特別の教科道徳編 

 

１  ね らい  

道徳科の授業づ くりで、自らの授業を解説に記載され て いる道徳科に生かす指導方法の工夫

を 参 考 に 、学 年 団等 で 話し 合い な が ら 、 学 年 団 で共 通 で き る と こ ろ 、 揃え るべ き と こ ろ 、 個 々 に任

せ られ る所を検討する短時間の研修を行う。そのこ とで、若手教員の不安軽減や互いのより深い

学びにつながる道徳科の授業づくりにつなげて いきたい。 

 

２  研修の 実際 （例：ア 教材を提示する工夫）  

毎月 （ 毎週 ） の 学年 団 会等 で 、 解 説の 道徳 科 に 生か す 指 導 方法 の 工 夫 に記 載の ア か ら キ を

１つずつ読み 合い 、その 後、自分の授業実践での事例を紹介し話し 合う。  

道徳科に生かす指導方法の工夫 （解説 特別の教科 道徳）  

   ア  教材を 提示する工夫     イ  発問の工夫     ウ  話合いの工夫  

   エ  書く活動の工夫         オ  動作化、役割演技など表現活動の 工夫 

  カ  板書を生かす工夫      キ  説話の 工夫 

① 解説の道徳科に生かす指導方法の 工夫「 ア 教材を提示する工夫」を読む 。≪ ２分≫  

②  道 徳 科 の 授 業 の 教 材 提 示 に お い て 、 ど の よ う に 工 夫 を し て い る の か 各 自 の 実 践 を 紹 介 す

る。（ 可能なら、先週などの板書を タブレ ットなどで見せながら話す）≪ ６分≫  

③ 今週や来週実施予定の教材提示の 工夫について考えを 話し合う。≪７分≫  

 

 例：提示の前や 提示の 際によく見られ る工夫と して、  

１：事前のアンケートを電子黒板で提示する際に子どもに予想させ ながら問題意識をもたせ

て、教材の主人公につ いて少し紹介しながら興味を高める。 

２：タイトルなどからイメージ することを 語らせて 、教材につ なげてい く。  

３ ： 教 材 を 範 読 す る （ 電 子 黒 板 の 活 用 も ） 途 中 で 、 教 材 の 鍵 と な る 場 面 絵 な ど を 提 示 し て 、

状況を共通理解できるように立ち止まり読みを 行う。  

４ ： 長 文 で 人 物 の 関 係 性 が 難 解 な 場 合 は 、 人 物 の 顔 と 名 前 な ど を 事 前 や 事 後 に 整 理 す る 。

その際に矢印や 背景色で混同しない ように工夫する。  

 

特に、「イ 発問の工夫」は事例を紹介できるよ うに、可能なら道徳ノートやワーク シートを

用意しておきたい。また、実際の「ウ 話合いの工夫」 について 、その手順や ポイントを子ども

に分かる言葉で作成することも考え られる。  

さらに、解説の指導の配慮事項 ４  多様な考え 方を生かすための言語活動も参考になる。 

解 説  小 ： ８ ４ － 8 6 頁  中 ： 8 3 － ８ ５ 頁  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修７７  ＞＞  板板書書写写真真かからら授授業業ににつついいててのの振振りり返返りり  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・自 ら が 授業を し た 道 徳科の 板 書写 真（ で き れ ばＡ ４ 用紙 の 大 き さ な ど に印 刷し 、 見や す い 大 き

さにし ておきたい ）  

 ・可能であれ ば、該当教材において 子どもが表現した道徳ノ ートや ワークシート 

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・振り返りコメントの用紙（【演習用シート】 、参加者数分）  

 

１  研修のね らい と留意点 

板書写真を通して 自分の実践を振り返り省察するとともに、参加者からのコメントやアドバイス

をもとに新た な気付きを得るこ とが研修のねらいである。うまくいったかどうかや予定通り展開で

きたかど うかにこ だわ り 過ぎず、板書写真を準 備したい。また、校外で 本研修を行う場合は、 子ど

も の 名 前 が 分 か る 名 前 磁 石 等 が は っ き り と 写 っ て い な い か な ど を 確 認 し 、 必 ず 、 プ ラ イ バ シ ー に

配慮して板書写真を準備する。 

 

２  手順と 指示する内容 

（１）小グル ープで各自が用意した板書写真を見せながら、自らの授業を知らない 参加者に以下

の内容を伝える。≪２分≫ 

 ① 学年、教材名と内容項目 

 ② 授業の山場の 発問と主な子どもの反応 

 ③ 工夫したことや 特に意識し たこと  

 ④ 想定外の発言、予定した流れ と実際で違ったこと  

（２）聞いた人は感想や質問を自由に発言する。≪３分≫  
（３）交代して 、（ １）（ ２）を繰り返す。２～３人で、１５分くらい で実施可能。 

（４）振り返 りコメン トの 用紙（【演習用シ ート】 ） に、自らの授 業に対し て自分でタイ トルをつけ て

３～５行程度でコメントを書く。記入した用紙は、板書写真の 裏側に貼り付けて おくと よい 。  

 

 

  

解 説  小 ： 8 5 、 1 1 5 - １ １ ６ 頁  中 ： 8 5 、 1 1 7 - １ １ ８ 頁  

【 小 学 校 の 板 書 】  

※ 【 小 学 校 ２ 年 生 の 板 書 例 「 ま い ご の す ず 」 】  

※ 【 小 学 校 ４ 年 生 の 板 書 例 「 へ ら ぶ な つ り 」 】  

※ 【 小 学 校 ６ 年 生 の 板 書 例 「 の り づ け さ れ た 詩 」 】  

※  令 和 ６ 年 度 三 観 地 区 小 学 校 教 育
（ 道 徳 ） 研 究 会  観 音 寺 市 立 大 野 原
小 学 校 の 実 践 よ り  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

【演習用シート】板書写真から授業につ いての振り返り 

１  小 グ ル ー プ で 各 自 が 用 意 し た 板 書 写 真 を 見 せ な が ら 、 自 ら の 授 業 を 知 ら な い 参 加 者 に 以 下

の内容を伝えましょ う。≪２分≫  

学年  

教材名  

内容項目  

授 業 の 山 場 の 発 問

と主な子どもの反応 

 

工夫したこ とや  

特に意識したこ と  

 

想定外の 発言 

予 定 し た 流 れ と 実

際で違ったこ と  

 

２  自 ら の 授 業 に 対 し て 自 分 で タ イ ト ル や コ メ ン ト を 書 い て 、 板 書 写 真 の 裏 側 に 貼 り 付 け て お き ま

しょう。≪ ５分≫  

 

第（     ）学年  （      ） 組  児童生徒数（      ） 人 

教材名（                                                                ）  

授業日（        年    月    日）  振り返りコメントを 記入し た日（        年    月   日） 
タイ トル  

コメント 

 

 

 

 

☆  自分自身の 貴重な成長の一歩となる足跡です。これを励みに、また一歩前進！ 

切 り 取 り 線  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修８８  ＞＞  IICCTT をを活活用用ししたた道道徳徳授授業業のの振振りり返返りりとと改改善善  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・道徳の 授業実践後、板書写真、子どもの 反応等をＴ ｅａ ｍｓ上のフ ォルダに保存して おく。  

・ 授 業 の 中 で う ま く い か な か っ た と こ ろ 、 次 回 に 向 け て の 教 材 研 究 で 悩 ん で い る と こ ろ な ど を 入

力しておく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・学習指導要領解説特別の教科道徳編     ・教科書 

 

１  研修の 進め方と 確認しておくこ と  

同 じ 学 年 団 の 若 年 教 員 や 、 道 徳 の 授 業 に 対 し て 不 安 や 悩 み を も っ た 教 員 の 道 徳 の 授 業 の 実

践力をつ けるとと もに、OJT を生かし 、指導技術を継承し ていくことを 目的と する。道徳教育推進

教師と も相談し、進め方を確認して おくと よい 。学年団ごとの 研修と して も実施可能。 

 

２  手順と 指示する内容 

（１）  授 業後の 板書の 写真や 子ど もの 反応 等 を Ｔｅａ ｍ ｓ上 に 作成し た フ ォル ダに 保存し てお き 、

共有できるようにする。授業をして 生じた疑問や悩みがあれば入力し ておき、団会で話し 合うこ

とを事前に１～２つに絞っておく。  

 ※ パワーポ イントのス ライドを ベース にして共同作業できるようにして おくと 便利。 

 

（２）  授業の 様子につ いて、振り返りを 行い 、よかったところの 共有を 図る。≪２分≫  

 

（ ３ ）  事 前に 挙げ られ て い る課 題に つ い て 、 提 案者 か ら 具体 的 に内 容 につ い て 話 し て も らい 、 課

題 解決 に 向 け て 意見 交 換を 行 う 。 その 際 、 次 回 の 授 業 に 生 か すこ と が で き る よ う 、 具 体 的に 話

し合いを行う。≪ 13 分≫ 

・ 課 題 に つ い て 具 体

的 方 策 （ 解 決 策 ） を

検討する。  

・ そ の 後 の 実 践 で 具

体 的 方 策 を 行 い 、 う

まくいった場合は「児

童 （ 生 徒 ） の 反 応 ・

成 果 」 と し て 、 課題 が

残 っ た 場 合 は 「 課

題 ・ 振 り 返 り 」 と し て

次 の 研 修 で 報 告 す る 。  

 

 

※  課 題 解 決 に 向 け た 具 体 的 方 策 に つ い て は 、 そ の 後 の 実 践 で 取 り 入 れ 、 そ の 結 果 を 次 回 の 研

修 で 報 告 す る と よ い 。 そ の サ イ ク ル が 回 り 始 め る と 、 上 記 シ ー ト が 蓄 積 さ れ 、 授 業 の 質 的 充 実

を学校全体として 実感できる。  

【 共 有 す る 資 料 の 例 （ ２ 実 践 分 を １ 枚 の シ ー ト に 記 録 し た 場 合 ） 】  

解 説  小 ： 8 5 、 1 1 5 - １ １ ６ 頁  中 ： 8 5 、 1 1 7 - １ １ ８ 頁  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修９９  ＞＞  研研修修目目標標かからら、、研研修修とと自自分分のの振振りり返返りり  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・なし  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・「研修目標・振り返りカード」を人数分印刷・配付しておく 

（ICT 機器を 活用して 入力を求め る場合は、機器の設定等を事前に周知・準備し ておく）  

 

１  自らの成長を 実感し たり、これからの 課題や 目標を見付けたりするこ との重要性の確認 

子ど もた ちにと って 、自 らを振 り返 って成 長を実 感した り、こ れ か らの課 題や目標を 見付 けた り

す る こ と が 重 要 で あ る よ う に 、 教 師 に と っ て も 研 修 を 通 し て 自 ら を 振 り 返 る 活 動 が 重 要 で あ る 。

「研修目標の３要素」 ※ を研修の開始時に示すなどして共有しておきたい。 

 

２  研修後に、研修目標を振り返る 

研修後 、 下の「研 修目 標・ 振り 返 り カー ド」 に 記入し なが ら 、研 修目 標を振 り返 る 。記入 時間 を

研 修 時 間 内 に 《 ５ 分 程 度 》 確 保 し 、 「 内 省 の 時 間 」 と し て 位 置 付 け る 。 研 修 終 了 後 、 現 職 教 育 主

任等へ カードを提出し、現教だよりなどにまとめ て気付きを共有するこ とができる。また、カードの

内容に関して 、管理職から個々の教員への指導・助言なども期待できる。  

 
※  「 研 修 の 転 換 」 に 向 け た N I T S か ら の 提 案 （ 第 １ 次 ） ～ 豊 か な 気 付 き の 醸 成 ～ ， 独 立 行 政 法 人 教 職 員 支 援

機 構 ， 2 0 2 4 ， 1 0 頁  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修１１００  ＞＞  研研修修とと研研修修のの間間のの期期間間をを生生かかししてて、、研研修修のの「「自自分分事事」」  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・なし（ ２回目以降は、前回の アップデート・カードと、対話のための 資料）  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・「 アップデート・カード」を人数分印刷して おく（現教テーマは担当者が入力して おく）  

（ICT 機器を 活用して 入力を求め る場合は、機器の設定等を事前に周知・準備し ておく）  

 

１  研修の 進め方と 、カードの 使い方を 共通理解する 

 研修の 進め方と カードの使い方を 、以下のように理解できるようにする。  

研 修 １  ・ ・ ・ → ・ ・ ・  研 修 ２  ・ ・ ・ → ・ ・ ・  
終 了 前 《 ３ 分 》  開 始 時 《 ５ 分 程 度 》  終 了 前 《 ３ 分 》  

カ ー ド の １ に 記 入
し 、 自 分 が 取 り 組 む
べ き 課 題 に 気 付 く 。  

各 自 で 取 り
組 む 。 実 践  
◎ 共 有 ・ 返 却  

☆ を グ ル ー プ で 対 話 し 、
コ メ ン ト を も ら い カ ー ド の
２ に メ モ し 、 内 省 す る 。  

新 し い カ ー ド の １ に 記 入
し 、 自 分 が 取 り 組 む べ き
新 た な 課 題 に 気 付 く 。  

各 自 で 取 り
組 む 。 実 践  
※ 共 有 ・ 返 却  

◎ 研修終了後、現職教育主任等へ カードを提出し、現教だよりなどで共有するとよい。カード

は返却し 、次回の研修までの取組につ ながるようにする。  

 

２  課題への気付き、実践、新たな課題への 気付き…のサイク ルを回す 

校 内 研 修 を 、 「 課 題 に 気 付 く 」 「 取 り 組 み に つ い て 対 話 し 、 内 省 す る 」 機 会 と し て 位 置 付 け る こ

とがポイ ント。ただし 、過度に実践への転移を意識する「急ぎ過ぎる研修」 ※ とならないように。  

また、☆欄の（ ）内を「例え ば、不登校対策、教育相談、生徒指導等の研修内容に関わ る日々

の取組を口頭で報告」 と変更すれ ば、授業研究以外の 研修内容につ いても利用可能。 

※  「 研 修 の 転 換 」 に 向 け た N I T S か ら の 提 案 （ 第 １ 次 ） ～ 豊 か な 気 付 き の 醸 成 ～ ， 独 立 行 政 法 人 教 職 員 支 援

機 構 ， 2 0 2 4 ， 1 3 頁  
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１１ 道徳科の年間指導計画の見直し 

１２ 道徳科の多様な導入 

１３ 教材を読み込み、中心発問の構想 

１４ 問い返しの構想 

１５ 生成 AI を活用した中心発問と問い返しの検討 

１６ ロイロノート・スクールを活用した授業構想 

１７ 板書計画からの授業構想 

１８ 役割演技を活用した葛藤場面の視覚化 

１９ 多面的・多角的に考えるための活動や思考ツールの検討 

２０ 研究授業前に授業観察シートの作成 

２１ 若年教員の研修 ～中心発問について～ 

２２ 模擬授業を通しての内容項目の深い理解 

２３ 授業後の討議で発問についての振り返り 

２４ 生活単元学習や自立活動と道徳教育・道徳科との関連 

２５ 協働ブラッシュアップ型道徳授業 

 

 

 

３３００分分研研修修支支援援シシーートト  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修１１１１  ＞＞  道道徳徳科科のの年年間間指指導導計計画画のの見見直直しし  

 

◎ 以下のように、３０分研修を ２回、前年度末（ ３月） と、新年度初め（４月）に実施したい。 

【【第第１１回回  ≪≪ 3300 分分≫≫ 】】  事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・次年度への申し送りの入った年間指導計画 

 （本年度の学年団が見直すところを赤で修正、申し送りは付箋で書い て貼付しているもの）  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・学習指導要領解説特別の教科道徳編      ・行事計画、他教科等の年間指導計画 
 
１  管理職が、「次年度の道徳教育の重点（案）」「めざす子ども像」 等を全体に伝え る。≪ ３分≫  

 

２  道徳教育推進教師が、以下の点から必要な内容について 全体に伝える。≪ ５分≫  

（例） ・次年度の 道徳教育の研究テーマ（ 案） や研究の柱の 設定理由  ・各学年の 現状や 課題 

・取り組む 際に重点を 置きたい 道徳的価値の設定と行事等との 関連について 

・道徳強調週間につい ての提案     ・全校集会で周知し たい内容 

 

３  次年度への申し送りの入った道徳科年間指導計画について 情報交換≪５分≫  

 

４  学年団会で、以下の 点から必要な内容につ いて話し合う。（残りの 時間で、場所の移動可）  

（例） ・学年の児童生徒の実態把握        ・めざす子ども像の 共通理解 

・授業の 在り方で大切にしたい 点     ・関連する行事を ピック アップ 

※ 必要に応じて学年団でまとめたものを道徳教育推進教師に提出する。 

 

【【第第２２回回  ≪≪ 3300 分分≫≫ 】】  事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・前年度からの申し送りの入った年間指導計画 

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・学年経営案があれ ば準備しておく      ・行事計画、他教科等の 年間指導計画 
 
１  道徳教育推進教師の進行により、前回の振り返りを行う。≪ ２分≫  

 ※ 前回決め たこ とを事前に掲示しておいてもよい。質問や意見を付箋で貼付するこ ともできる。  

 

２  年間指導計画の見直しと作成≪ 25 分≫  

 ・付箋に３５時間分の 教材と内容項目を書く。その際、市町の 教材や ふるさと 教材も検討する。 

 ・ 拡大した 年間 指導計 画の枠に 付箋を貼 って 案を作成 。各 教材の教 材研究や 授業研 究の 中 心

となる担当なども決めるとよい 。設定理由等のメモも書けば、他学年が見てもよく分かる。 

 ※ できた学年から黒板に貼る。 

３  交流≪ ３分≫  

 ・発達段階を考慮したり、関連や 発展的なつ ながりを 考えたりする。  

 ・他学年の年間指導計画について 、意見や質問を付箋に書い て貼っていく。  

 

４  研修 で 作 成し た拡 大 年間 指 導計 画を 、 会 議 室 な どに 掲 示 す る 。道 徳掲 示 板を 設置 し 、 月 ごと

に学年でローテーションしながら道徳授業を紹介すれ ば、計画と実施がつながってい く。  

解 説   小 ： 7 2 - 7 7 頁  中 ： 7 0 - 7 5 頁  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修１１２２  ＞＞  道道徳徳科科のの多多様様なな導導入入  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・今後、実際に扱う教材を読んでおく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・学習指導要領解説特別の教科道徳編 

 ・教科書教材（ 各グル ープで）  

 ・事前の アンケート等があれば用意して おく。  

 

手順と指示する内容 

１  導 入 の 工 夫 に つ い て 、 解 説 で 確 認 す る 。 子 ど も の 問 題 意 識 を 大 切 に し た い 点 に つ い て 、 共 有

しておきたい 。≪３分≫  

 

２  思い つく 導入を い く つか メモ す る 。学 年や 教 材に 応じて 生活と のつ なが りや 教材 内容 、ね ら い

への方向付けや 関連する事柄など、発想を 柔軟に自由にイ メージ する。≪１２分≫  

 

３  メモした導入を、グループで共有する。話し合いながら、子どもが学びたい と思う導入になって

い る かと い う視 点 で検 討 する 。 例え ば 、その 導 入で 、 問題 意識 を もつ こ と が で きる か ど う か 、認

知的不均衡の ようなず れは生まれ るかどうか、等を検討するとよい。≪ １５分≫  

例 

 ・意識や 思いと 行動の ずれ（大切だと思っても、日頃行動にうつせない 自分に気付く）  

 ・多様な見方による互いの意見のずれ（ 本当の〇〇って 何だろう）  

 ・理想の 自分と 現実の 自分のずれ（ どうしたら理想の自分に近づけるのだろうか）  

 ・主人公と自分の比較によるずれ（なぜ主人公は〇〇できたのだろう）  

 ・アンケート（事前に、あるい は ICT 機器（ アンケート機能）を活用し て授業内で）  

・生活実態の 課題を 見える化する工夫（整理整頓できてい ない 遊具の 写真）  等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解 説  小 ： 8 2 頁  中 ： 8 1 頁  

【 導 入 例 （ 小 学 校 ） ： ブ ラ ン コ 乗 り と ピ エ ロ 】  【 導 入 例 （ 中 学 校 ） ： 裏 庭 の 出 来 事 】  

内 容 項 目 に 関 す

る 生 活 上 の 課 題

を 具 体 的 に 考 え

て 、 そ の 解 決 を め

ざ す に は 何 が 大

切かをイメージ。 

自 分 の 心 に 出 て

く る 弱 い 心 に つ

い て 、 静 か に 自

己 を 見 つ め る 時

間を取 り 、 本時の

課題につ なげる。 

－19－



道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修１１３３  ＞＞  教教材材をを読読みみ込込みみ、、中中心心発発問問のの構構想想  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・教材を 読んでおく。（ 下記１にし たがって中心場面を考えておくと 、さらに時間短縮）  

・下記２にしたがって 、（ 教科書で設定されて い る）内容項目に関する解説の内容を 読んでおく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・教材文     ・演習用シート 

 

手順と指示する内容 

１ 教材を 読み込み 、３つの中心（中心場面・中心価値・中心発問）のうち、中心場面を考え る。  

≪１０分程度≫  

 ・一度は教材文を声に出して読む 。できれ ば、以下のように複数回読むとよい 。 

  ※  あ ら すじ や 登 場 人物 の 心 情の 変容 だ け で な く、 主 人公 の 道 徳 的変 容 、道 徳 的問 題や 人間

としての弱さや醜さも含めた人間を 読む。（横山利弘「画餅からの 脱却」 より）  

   ①  筋を読む                  ②  主人公の気持ち（ 心情）を 読む  

   ③  道徳的問題を読む           ④  人間を読む  

 ・演習用シートの項目１に書き込みながら、中心場面を 考える。  

  〇  道徳的に変容した、自覚した登場人物（主人公）は誰か？  

  〇  変容、自覚するきっかけと なった出来事は何か？  

  〇  変容、自覚して何に気付いたの か、またどうなったか（なりそうか）？ 

 ・副詞句を大切に読む とよい 。複雑な場合は関係図に整理するとよい。 

 ・一般的に、主人公の 道徳的な考え 方の変化の「直前」 が、中心場面となる。  

 

２  内容項目、道徳的価値（中心価値）を 考え る。≪ ５分程度≫  

・解説で内容項目に関 する概要や指導の要点 を読む。教材とつなぎな がら、内容項目の理解 を

深める（道徳的価値の 広がりと深まり、価値の 関連（中心価値と関連価値）等について ）。  

・演習用 シー トの項目 ２ に書き 込みなが ら、 なぜ こ の 「内容項目」だと考 え るのかを、 教材を もと

に自分の 言葉で説明する。 

 

３  ね らいに深く関わる中心的な発問（中心発問）を考え る。≪ １０分程度≫  

・演習用シートの項目３に書き込みながら、中心発問を考える。  

・中心発問に対して予想される児童生徒の反応（３名、子どもの言葉で）を思い浮かべて書く。  

・以下の ポイ ントを確認したい。 

〇  多面的・多角的に考えられ る発問になってい るだろうか？  

〇  道徳的価値を自分の こととして捉えること ができる問いとなってい るだろうか？  

〇  予想され る反応には、ね らいに関わる言葉や 考えがあらわれて いるだろうか？  

・児童生徒の 反応を 受けて より深めたい 場合には、ゆ さぶりや問い 返し などの 発問を 考えてみ る

のもよい。 

 

※  こ の 教 材 分 析 の 方 法 や 中 心 発 問 の 考 え 方 は 、 主 に は 主 人 公 の 葛 藤 や 道 徳 的 変 容 が 描 か れ

ている教材において 活用できる。すべての教材において 当てはまるわ けではないこと に留意。 

解 説  小 ： 8 4 - 8 5 頁  中 ： 8 3 - ８ ４ 頁  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

【演習用シート】内容：３つの中心（中心場面・中心価値・中心発問）を考える 

 教材名（                                                  ）  

事
前
に 

・教材を 読んでおく。（ 下記１にし たがって中心場面を考えておくと 、さらに時間短縮）  

・下 記 ２ にし た が って 、（ 教科 書 で設 定 され て い る） 内容 項目 に 関 する 解説の ペ ージ を 読

んでおく。  

１  教材分析（中心場面） 

道徳的に変容した、自覚した登場人物（主人公）は誰か？  

変 容 、 自 覚 す る き

っ か け と な っ た 出

来事は何か？  

 

変 容 、 自 覚 し て 何

に 気 付 い た の か 、

ま た ど う な っ た か

（なりそうか） ？  

 

※ 主人公の道徳的な考え方の変化の「直前」が、一般的に中心発問の箇所（中心場面）となる。 

２  内容項目、道徳的価値（中心価値）  

内容項目  

道徳的価値 

 

※ 解説の 該当するページ（内容項目に関する概要や指導の要点）を 読む。 
☆ ななぜぜここのの「「内内容容項項目目」」 だだとと考考ええるるのの かかをを 、、教教材材をを基基にに自自分分のの言言葉葉でで説説明明ししててみみよようう。。  

３  中心発問 

中心発問 

 

中心発問に対して予想される児童生徒の反応（３名、子どもの言葉で思い浮かべよう）  

Ａさん Ｂさん Ｃさん 

※  場 面 発 問 「 ～し た と き に 、 主 人 公 は ど の よ う な こ と を 考え て い たの だ ろ う 」 「 主 人 公 が ～ し た
のはなぜだろう」や 、テーマ発問「本当の 〇〇（ 例え ば「 友情」） と はなんだろう」 等を 、子ども
の発達段階に応じて工夫したい 。 

✓  多面的・多角的に考えられ る発問になっているだろうか？ 
✓  道徳的価値を自分の こととして捉えること ができる問いとなっているだろうか？ 
✓  予想され る反応には、ね らいに関わる言葉や 考えがあらわれて いるだろうか？  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修１１４４  ＞＞  問問いい返返ししのの構構想想  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・教 材を読み、 下記の 内容項目 、ねら い、中 心 発問については 、教 科 書・教師 用指導 書で想 定さ

れている内容を記載し ておく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・教科書教材      ・下記の演習用シート 

 

手順と内容 

事前準備の後、「２  中心発問」に対して予想される子どもの反応を3名分思い浮かべ る。その

後 、そ れ ぞれ へ の 「 ３  問い 返し 」 を 考 え、 そ の 問い 返し に 対 す る 児童 生徒 の反 応 を さ ら に思 い浮

かべる。ペアや グル ープで、問い返しやそれ に対する反応を 交代し ながら考えてもよい 。 

演習用シート 

１ 内容項目、ねらい 

内容項目 
 

ねらい 
 

 

２ 中心発問 

中心発問 
 

 

中心発問に対して予想される子どもの反応（３名、子どもの言葉で思い浮かべよう） 

Ａさん Ｂさん Ｃさん 

３ 問い返し 

Ａさんに対して 

 

 

Ｂさんに対して 

 

 

Ｃさんに対して 

 

 

Ａさん Ｂさん Ｃさん 

※ 子どもが、登場人物の感じたことや考えたこ とを 発言するだけでなく、道徳的価値に対する考
え方や感じ 方、生き方についてまで発言できるように、問い返しを 工夫し たい。 

 
確認(立場・対象)、根拠・理由、言い換え、具体化(例示)、対比、批判・反例、条件変更(もし～)  

柴原弘志（2023）道徳ラボ講話資料より 
 

例 ◎ どうして そう考え たの？  もう少し詳し く教えてくれ るかな？  
◎ ○○の 立場だったら、どう考えるだろうか。 
◎ もし ～したらどうなるだろうか。 
◎ いつ も～し ないと い けないの？  本当に（い つでも） ～できるかな？  

解 説  小 ： ８ ４ - 8 5 頁  中 ： ８ ３ － ８ ４ 頁  
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修１１５５  ＞＞  生生成成ＡＡＩＩをを活活用用ししたた中中心心発発問問とと問問いい返返ししのの検検討討  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

・研修で扱う教材を 明確にして おく（ 学年ごと に別の教材を扱って もよい）。  

・各自教材を 読み、自分なりに子どもに考え させたいこと 、内容項目を 明確にして おく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

・学習指導要領解説特別の教科道徳編      ・教材 

・端末（ｗｉ-ｆ ｉに接続したもの） ※グループで１台用意する。  

 

１  扱う教材および研修の手順の確認 

  ・４名程度の グループになって、グループごとに着席する。  

・研修担当者が、研修のおおまかな手順および研修で扱う教材を 説明する。 

   （研究授業の 事前検討の場合は、授業者が選択した教材で行う。）  

 

２  手順と 指示する内容 

（１）  中心的な発問（中心発問）の 検討 ≪１５分程度≫  

・各グループの代表者 が、テキス ト生成型Ａ Ｉ（Ｃｈａ ｔ  Ｇ ＰＴ、Ｇ ｅ ｍｉｎ ｉ 、Ｂ ｉｎ ｇ  Ａ Ｉ 、

Ｍｉｃ ｒ ｏｓｏ ｆ ｔ  Ｃｏｐ ｉ ｌ ｏ ｔ等）にプロンプト（ 命令文）を入力する。  

・示され た中心発問をたたき台と し、子ども達とこの授業で最も考え たい内容は何か、どのよう

な中心発問が効果的か協議する。 

・研究授業の 事前検討の場合は、各グループの 考えを聞き、授業者がその中から選択する。 

（２）  中心的な発問をし た後の問い返し等の検討 ≪１５分程度≫  

・各グループの代表者が、テキスト生成型ＡＩにプロンプトを入力する。 

・ 得 ら れ た 回 答 に 対 し て 、 様 々 な 問 い 返 し の パ タ ー ン で 生 成 Ａ Ｉ に 返 答 し 、 ど の よ う に 問 い 返 す

のが効果的かグループで検討する。検討過程で、ね らい（何に気付かせたいか）を 確認する。  

※ 事前に中心発問や発問の構成を考えておき、（２）を中心に取り組んでもよい。 

解 説  小 ： ８ ４ - 8 5 頁  中 ： ８ ３ － ８ ４ 頁  

【プロンプト例】  

・ ジ ェ ラ ー ル 王 子 と ガ リュ ー が 登 場 す る 「 う ば わ れ た 自 由 」 と い う 小 学 校 の 道 徳 の 教 材を 知 っ

ていますか？  

※ 教 材 の 内 容 が 明 ら か に 異 な る 回 答 だ っ た ら 、 「 文 部 科 学 省 『 私 た ち の 道 徳 』 に 載 っ て い る

教 材 で す 」 な ど と 追 加 で 入 力 す る 。 ま た は 教 材 を Ｏ Ｃ Ｒ ソ フ ト （ 書 類 や 画 像 、 Ｐ Ｄ Ｆ の 文 字 を

認識して テキストデータに変換するツール ）で変換し、生成Ａ Ｉに読み 込ませてもよい 。 

・この教材を扱った学習指導案を ●件検索し 、「 中心発問」の部分を抜粋してください。 

【プ ロンプ ト 例】  あ なた は、こ の 教材を 読んだ 小 学５ 年生の子 ど も です 。 「ガリュ ーとジェ ラー

ルが考え る自由は『本当の 自由』か？」 （先程検討した中心発問） と い う発問に対し て 、異な

る視点を もつ●人分の 回答を小学５年生らしい 語彙力で示し てください 。 

【問い返しの 例】  

（主に一つの意見を 取り上げて）「○○さんはなぜそう思うの？」 「～って どうい うこと？」  

（複数の意見を取り上げて）「一番納得い く意見は？」「Ａ とＢを 比べたら？」「 共通点は？」  
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研研修修１１６６  ＞＞  ロロイイロロノノーートト・・ススククーールルをを活活用用ししたた授授業業構構想想  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・ロイロノ ート・スク ールを使って 、研修用のク ラスを作成する。  

 ・共有ノ ートを 作成し 、教材を貼り付けて おく。  

 ・できれば各自で教材を読んでおくと よい。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・学習指導要領解説特別の教科道徳編        ・ ＩＣＴ機器 

 

１  授業者の確認 

授業者 が決 定してい る 場合 ：授業 者が あ らか じ め ね らい と発 問を考え ておき 、そ の 発問 に対し

て参加者が共有ノ ート上に意見を出す。（以下の「ブランコ乗りとピエロ」の例のように、あらかじ

め発問が決まってい る場合は、その 発問に対する意見を 共有ノ ート上に出し合う。）  

授業 者 が未 定の 場 合： 教材 か ら 子 ど も に考 え させ たい こ と を ブレ イ ン ス ト ー ミ ング す る 。 （ 以 下

の「手品師」の例を参照） 

 

２  研修の 実際 

（１）授業者が未定の場合、グループごとに共有ノートを作成し て、考えられ る発問を とにかくたく

さん出す《１０分以内》。（以下の 例のように、あらかじめ使用するシンキングツールを決め てお

くと時間短縮になる。）  

 

（ ２ ） グ ル ー プ ご と に 考 え た 共 有 ノ ー ト は 、 職 員 全 体 で 見 ら れ る よ う に 提 出 箱 に 提 出 す る 。 そ の 上

で 、「な ぜ その発 問を す るの か」「 その発 問 でど の よ うなこ とを 子ど も に 考え させ た いの か」等

を発表し合う《１０分以内》。  

 

（ ３） 各グ ル ー プが 提出 し た共 有ノ ー ト の 中 か ら 、自 分が よい と 思 った 発 問を い くつ か選 び 、 自分

の ノ ー ト にエ ク ス ポ ー ト す る 。 そ の 上 で 発 問 と 発 問を ど の よ う に つ ない だ ら 、 ね ら い に 迫れ る か

を各自で考え る《１０分以内》。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 共 有 ノ ー ト ： 手 品 師 】  【 共 有 ノ ー ト ： ブ ラ ン コ 乗 り と ピ エ ロ 】  

解 説  小 ： ８ ４ - 8 5 頁  中 ： ８ ３ － ８ ４ 頁  
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研研修修１１７７  ＞＞  板板書書計計画画かかららのの授授業業構構想想  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・教材を 読み、自分なりに山場や 子どもに考え させたいこ と、内容項目を明確にしておく。  

 ・できれば中心発問や 子どもの反応の予想を 考えてメモして おく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・学習指導要領解説特別の教科道徳編        ・教科書教材 

 ・模造紙を半分に切ったもの（ 模造紙全面でもよい が、作業する机や 掲示等を 考えて）  

 ・Ａ３用紙を縦長半分に切った短冊     ・Ａ４色上質紙縦長半分、１／４に切った短冊 

 ・Ａ ４用紙や Ｂ４用紙                ・付箋紙３色程度 

・構想する教材の挿絵のコピー        ・マジック 、カラーペンなど 

 

１  授業者の確認 

授業者が決定して いる場合：授業者が子どもの実態や学級の 大切にしてきた学び方等に配慮

して進めたり、学年主任や道徳教育推進教師に相談しながら進めたりできるよう配慮する。  

授業者が未定の 場合：例えば、グループの中の 若手教員を授業者と 仮定して進めて もよい。 

 

２  手順と 指示する内容 

（ １ ） 各 自 が 考 え て き た 内 容 項 目 や 中 心 発 問 を も と に 、 授 業 の 山 場 と な る 展 開 部 分 を 話 し 合 う

《10 分以内》。グループ毎に事前に考え てい るメモ等を 回し読み して から話し合うと時間が短

縮できる 。授業の山場に ついての見通しがもてれ ば、基本発問と導入 、 終末等について考えを

出し合って もよい が、基本発問まで考え られれ ば、板書構想を実際に作成し ながら柔軟に検討

することも考えられる。（ 作業しながらの方が多様なアイデアや閃めきが期待できることもある｡）  

 

（ ２） 各 自の 作 業 分担 を す る 。 ア ： 中 心 発 問を 短 冊 に 書 く人 、 イ ： 子 ど も の 発 言を 書 く 人 、 ウ ： 前 後

の 基 本 発 問 等 に 関 す る や り 取 り を 想 定 し て 書 く 人 、 エ ： 教 材 名 や 導 入 を 書 く 人 な ど 、 グ ル ー プ

の人数に応じて 、分担する。  

 

（ ３ ） 短 冊 や 挿 絵 を 貼 っ た り 、 発 問 等 を 書 き 込 ん だ り し て 、 全 員 で 一 枚 の 模 造 紙 に 板 書 構 想 を 作

成 す る 。 も し 、 途 中 で 時 間 が く れ ば 、 や め る こ と が 大 切 （ 完 成 さ せ る こ と が 目 的 で は な い ） 。 時

間が あれ ば 、 作 成し た も の を 掲 示 し て 他の グル ープ と 互い に 見 合 う 。時 間が な け れ ば 、悩 ん で

いる点や 他者の 意見を 聞きたいとこ ろを紙に書いて、一緒に貼って おくことも考え られる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解 説  小 ： 8 5 頁  中 ： 8 5 頁  

【 板 書 構 想 例 （ 道 徳 ラ ボ ） ： 帰 郷 】  【 板 書 構 想 例 （ 初 任 者 研 修 ） ： 同 じ 仲 間 だ か ら 】  
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研研修修 1188  ＞＞  役役割割演演技技をを活活用用ししたた葛葛藤藤場場面面のの視視覚覚化化  

  

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・学習指導要領解説特別の教科道徳編や教材文を読む 。 

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・付箋（ 赤…改善点 青…良い点）     ・教科書教材 

 ・首にかける役割カード 

 

１  葛藤場面を視覚化する役割演技 

主人公の両サイドに心の声役（+役、－役）

を設定する（図１）。心の声役が語り掛ける

声に対し、主人公役は動作や表情だけでなく

会話するように応える。主人公役から心の声

役に対する語りかけをすることで、演技をし

ている子どものみならず、フロアの子どもに

も主人公の葛藤がイメージしやすくなる。  

 

２  役割演技の進め 方と 環境の工夫（図２）  

①４人グループを編成する。  

②役割を 決める。（ 主 人 公 、 心 の 声 役 （ + 、－ ） 、 フ ロ ア ）  

③実際に各グループで役割演技を する。  

④ グ ル ー プ 内 で 相 談 し て 役 割 交 代 を 行 い 、 も う 一 度 役

割演技を 実施する。 

⑤代表のグループが全体の前で役割演技をしてフ ロア

からの声を聞く。  

 

３  役割演技前の 教師の 説明例 

 

4  研修の 手順と 指示する内容 

①教材を 読み、主人公の葛藤が最も表現され ている場面や箇所を探す。 

②４人グ ループ（ 主人 公役、＋の 心の声役 、－ の心の声役、フ ロ ア役） で実際 に役割演 技を行 う。  

③良かった点を青付箋、改善点を 赤付箋に記入し、理由等を補足する。 

④全体で共有し、具体的な活用場面をイメージして、話し合う。  

解 説  小 ： 8 ５ 、 9 6 頁  中 : 8 4 - 8 5 、 9 7 - 9 8 頁  

＋ （ プ ラ ス ） の 心 の 声 役  － （ マ イ ナ ス ） の 心 の 声 役  主 人 公 役  

図 1  葛 藤 場 面 を 視 覚 化 す る 役 割 演 技  

（ 原 （ 2 0 1 7 ） を 参 考 に 一 部 加 筆 ）  

「「 主主 人人 公公 」」 役役   ププ ララ スス のの   

心心 のの 声声 役役   

ママ イイ ナナ スス のの   

心心 のの 声声 役役   

＋＋  －－  

○ ○ の 場 面 で 主 人 公 は 迷 っ て い た ね 。 心 の 中 で ど ん な 迷 い が あ る か な 。 今 か ら 主 人 公

の見えない心の中を役割演技で考えていくよ。「～しようかな。」といった＋（プラス）

の 心 の 声 役 や 「 ～ し た く な い 。 だ っ て ～ だ も ん 。 」 と い っ た － （ マ イ ナ ス ） の 心 の 声

役 の 人 が 主 人 公 に 話 し か け ま す 。 主 人 公 役 も そ れ に 動 作 や 声 で 反 応 し ま し ょ う 。 フ ロ

ア役の人は見ていて「自分なら…」とか感じたことを後から伝えてあげましょう。 

主 

フ

－＋

机 机 

机 机 

※ 主 人 公 役 と フ ロ ア 役 が 向 か い あ っ て 座 り 、  

＋ と － は 主 人 公 役 の 横 に 立 っ て 語 り か け る 設 定  

図 2  役 割 演 技 を 行 う 環 境 設 定 の 工 夫  

参 考 文 献 ： 江 橋 照 雄 （ 1 9 9 6 ） 役 割 演 技 ハ ン ド ブ ッ ク  明 治 図 書  

原 洋 子 （ 2 0 1 7 ） 道 徳 科 の 特 質 を 生 か し た 学 習 指 導 の 展 開 - 主 人 公 の 心 の 揺 れ に 焦 点 を

あ て た 役 割 演 技 の 実 践 -  香 川 大 学 教 職 大 学 院 教 職 実 践 研 究 報 告 書  5 1 - 6 0 ペ ー ジ  
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研研修修１１９９  ＞＞  多多面面的的・・多多角角的的にに考考ええるるたためめのの活活動動やや思思考考ツツーールルのの検検討討  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・ 道 徳 教 育 推 進 教 師 （ 研 修 担 当 者 ） は 、 研 修 で 用 い る 教 材 文 、 中 心 と な る 内 容 項 目 、 本 時 の め

あて等を全体に周知し ておく。  

・参加者は事前に教材文を読み、児童生徒が多面的・多角的に考えるため に有効だと思わ れる

活動や思考ツール 等を 考えておく。  

・ 考 え た 活 動 や 思 考 ツ ー ル の 目 的 と 活 用 方 法 、 予 想 さ れ る 児 童 生 徒 の 反 応 を メ モ し て お い て 、

研修の際に説明できるようにして おく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・付箋（ ２種類の色）      ・写真記録用の デジタル カメラやタブレ ット等 

 

手順と指示する内容 

１  道徳教育推進教師は、早く集まった教員に対し て再度教材を読んでおくように伝える。全員が

集合した後、中心と なる内容項目、本時のめあて等を確認する。≪ ３分≫ 

 

２  授 業 を 行 う 際 、 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え る た め に 用 い た い 活 動 や 思考 ツ ー ル 等 （ 予 想 さ れ る 児

童生徒の 反応等が書き込まれたもの）を 示しながら説明する。  

 

３  説 明 を 聞 き な が ら 、 そ の 活 動 や 思 考 ツ ー ル 等 を 用 い た と き の よ さ や 問 題 点 を 付 箋 に 書 き 、 説

明に用いたホワイ トボ ード等に貼る（よさと問題点を書く付箋の 色は変える） 。  

質問や代案があると きは、このタイミングで行う。  

・本当にその 思考ツール が適当か。 

・問題点を克服するために～をした方がよいのではないか。 

 

４  ２と ３を繰り返す。一人５～６分程度であれば、４人くらいまでは実施可能。≪2５分程度≫  

 

５  今回の教材文を用いた授業で取り入れ たい 活動や思考ツール等を 決め る。（自分が考えたも

のでなくて もよい。また、考えたものに改善を 加えること も推奨する。）  

 

※  研 修 後 に 、 付 箋 を 貼 っ た 状 態 の も の を デ

ジ タ ル カ メ ラ 等 で 撮 っ て 印 刷 （ 共 有 フ ォ ル

ダ に 保 存 ） し て 、 紹 介 さ れ た 内 容 を 後 か ら

でも確認できるようにし ておくと よい 。  

 

※ ICT 機器を活用し て研修を進め ること も

可 能 。 タ ブ レ ッ ト 上 で 選 択 し た 思 考 ツ ー ル

に 、 付 箋 機 能 を 活 用 し て 児 童 生 徒 の 反 応

を 加 え て い く と よ い 。 付 箋 や ホ ワ イ ト ボ ー ド

等の 準 備が 省 略 され 、 よ り 簡略 化 で き ると

ともに、保存と 共有も簡単にできる。  

解 説  小 ： 8 4 - 8 6 、 9 3 - 9 5 頁  中 ： 8 3 - 8 ５ 、 9 3 - 9 5 頁  

【 思 考 ツ ー ル 活 用 に 関 す る 研 修 の 様 子 】  
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研研修修２２００  ＞＞  研研究究授授業業前前にに授授業業観観察察シシーートトのの作作成成  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・研究授業の指導案を 読み込んでおく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・「 授業観察シート」を 人数分印刷して おく（現教テーマは担当者が入力しておく） 。  

 ・研究授業の指導案（ 提案資料）  

 

１  授業観察シートの使い方の共通理解 

研究授業後の討議会では、授業者の主張点を踏まえ 、研究授業で起こ った「事実」 をもとに解

釈 を 交 流 す る こ と が 大 切 で あ る 。 そ の た め に 、 授 業 を 観 る 視 点 を 明 確 に し 、 授 業 で 起 こ っ て い る

「事実」を 記録するため の授業観察シートを作成する。  

 

２  授業観察シートの作成手順 

（１）主張点を 記入する。 

指 導 案 の 主 張 点 を 読 み 、 そ の 内 容 を 短 い 言 葉 で ま と め る 。 （ 事 前 に 担 当 者 が 入 力 で き る 場

合は、入力し ておく）≪ １０分程度≫  

 

（２）授業を観る視点を 考え、記入する。  

指導 案の 主張 点 ごと に 、本 時の 指導 案の 子 ど もの 意識 及 び教 師の 働 き か けを 読み 解き 、 ど

の よ う な 子 ど も の 姿 が 期 待 で き る か を 話 し 合 う 。 ま た 、 期 待 で き る 子 ど も の 姿 を 何 で 見 取 る か

（発言、ノートの記述等）考え、記入する。≪２０分以内≫ 

 

３  授業観察シートの記録の仕方 

授 業 を 観 察 す る 際 、 上 記 の 授 業 を 観 る 視 点 を 中 心 に 子 ど も の 姿 や 教 師 の 支 援 を 記 録 す る 。 そ

の際、授業をみて 観察者が感じ たり考えたりし たことを所見欄に記入する。 

 

授業観察シートの記入例 

〇月  △日（□）  第  ２学年 １組 道徳科 授業者（  〇〇 〇〇       ）  

現教テーマ 互いに学び合え る子どもの育成 

主張点 
・導入の 工夫：教材「ないた赤おに」と 自分の 経験がつながるように・・・  
・展開の 工夫：自分の思いを表出しや すいように・・・  
・終末の 工夫：自身の成長を実感できるように・・・  

○ 「 友 達 ア ン ケ ー ト 」 の 結 果を 見 て 、友

達 に 対 す る 様 々 な 考 え が あ る こ と を 伝

え合って いる。（子どもの姿、発言） 

○ 青 お に 役 の 教 師 に 対 し

て 、 赤 お に に な り き っ て 考

えを・・・  

○ 心 に 残 っ た こ と を

「 心 の 貯 金 箱 」 に 書 き

足し・・・  

A ： 「 困 っ て い た ら助けて くれ る人」 と つ

ぶ や く 。 友 達 の 「 一 緒 に 遊 ん で く れ る

人」とい う発言にうなず いている。・・・  

  

所見 

 

 

  

その他 

現教テーマの記入  

（１）主張点の 記入  

（２）授業を観る視点を 記入  

授業を観る視点を中心に子ども

の姿や教師の 支援を 記入  

観察者が感じ たり考え たりし た

ことを記入  
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【授業観察シート】 
 

  月    日（   ）  第   学年   組  道徳科 授業者（                ）  

現教テーマ 
 

 

主張点 

 
 
 
 

○ 

 

 

 

 

 

○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

所見 

 

 

 

 

 

 

  

その他 
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研研修修２２１１  ＞＞  若若年年教教員員のの研研修修  ～～中中心心発発問問ににつついいてて～～  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・道徳科の授業等において、それ ぞれ が困って いることや 相談し たいこ とがあれ ば考えて おく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・教科書の読み 物教材（参加人数分）      ・学習用ボ ード     ・付箋または短冊カード 

 

１  研修のね らい と留意点 

道徳教 育推 進教 師や若 年指導 担当 が中 心と な り、 初任 者を含 む若 年 教員の指 導案 作成 と 授

業力向上の ため の勉強 会(研修)を 短時間 で行 う。 初任者の その週の道 徳の指導案 作成を可 能

な教員で支援するこ とを 通して、参加者が道徳教育につ いて学べ る場とする。  

例えば 、解 説に 示 され た 「 道徳科 に生 か す指 導 方法の工 夫」の ア ～キ について 、それ ぞれ を題

材に１か月に１回ずつ定期開催するなどし てもよい。特に、若年教員に過度の負担とならない よう

に、事前準備や事後課題などはできるだけ無い ようにし 、たと え途中でも必ず ３０分で終了する。 

 

２  手順と 指示する内容 

（１）前回の研修後に行った初任者の 授業に対し、初任者担当が感想や成果を述べ る。≪ ２分≫ 

（２） その週 に実 施 する 授業 で扱 う教 材文を 各 自が読 み、 一番 大切 な 部分（ 中心と して扱 い た い

場面）を見つ けて 囲む 。≪５分≫  
（３）囲んだ部分を 全員で共有し、１か所に絞る。≪ ５分≫  

（４）１か所に絞った部分を中心にして個々に中心発問を考え 、付箋や短冊カードに書く。≪５分≫ 

（５）自分の考えた中心発問につ いて説明し、学習用ボード上に共有する。≪５分≫  

（ ６ ） 児 童 生 徒 の 予 測 され る 反 応 な ど を 出 し 合い 、 そ の 発 問 が 、 考 え る 必 然 性 や 切 実 感 が あ るも

のか、自 由な思 考を促 すもの である か 、物事を 多面的・ 多角的 に考え られ る ものであ るかを 軸

に比較検討し 、全員でよりよい 中心発問を 考える。≪ ８分≫  

 

 ◎  次 回 研 修 の （ １ ） で 、 授 業 を 参 観 し た 初 任 者 担 当 の 教 員 が 、 今 回 の 研 修 で 話 し 合 っ て 決 め

た中心発問の成果や課題点につい て振り返る。その ようなサ イク ルが定着すると より短時間で

行うこと ができる。  

※  左 の 写 真 で は 、 塩 ビ シ ー ト 付 の 学 習 用

ボードに中心発問と 子どもの 反応の 予想

を書いて 、挟んでい る。 

 

※  画 用 紙 等 に 短 冊 カ ー ド を 貼 り 付 け る の

で も よ い 。 ど こ か 見 え る 場 所 に 数 日 で も

置いて、再検討したい。 

 

※ ICT を 活用し てシートを作成・共有する

など すれ ば 、準 備も 簡単 で保 存も 容易 で

ある。 

解 説  小 ： 8 4 - 8 6 頁  中 ： 8 3 - ８ 5 頁  

【 中 心 発 問 と 子 ど も の 反 応 の 予 想 を 共 有 す る ボ ー ド 】  
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研研修修２２２２  ＞＞  模模擬擬授授業業をを通通ししててのの内内容容項項目目のの深深いい理理解解  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・教材を １つ決め 、事前配付して おく     ・教材を事前に読んでおく 

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・事前配付した教材を 持参     ・学習指導要領解説特別の 教科道徳編 

 

１  研修の 意図（ 研修参加者と共通認識をもって おきたいこと）  

道徳科 で扱 う内容 に関 し 、学習 指導要 領解説 には「教 師と児童 （生徒 ） が人間としての よ りよ

い生き方を求め 、共に考え、共に語り合い、その実行に努め るため の共通の 課題である」 ※ と示 さ

れ て い る よ う に 、 教 師 自 ら も 内 容 項 目 を 深 く 理 解 し 自 己 を 深 く 見 つ め る こ と が 重 要 で あ り 、 道 徳

科の授業づ くりの基盤と なるものである。 

※ 小 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 ２ ９ 年 告 示 ） 解 説 「 特 別 の 教 科  道 徳 編 」 ２ ２ 頁 、 中 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成

２ ９ 年 告 示 ） 解 説 「 特 別 の 教 科  道 徳 編 」 １ ９ 頁  

 

２  教材の 選定 

研修参加 者が 、授 業実 践で活 用したこ と がな い教材に チ ャレ ンジ す る の もよい 。教 材との出 会

いを大切 に す るこ と で 、 教師と してで は なく 、 一 人の人 間として 教材 に 向き 合い 、内 容項 目を 深く

理解するこ とにつ ながる。 

 

３  研修の 流れと留意点（概要は右図のと おり）  

（１）担当が準備し た中心発問を もと にグル ープで話し 合う《１０分》 

担 当 が 中 心 発 問 を 提 示 し 、 参 加 者 が 児 童 生 徒 の 反 応 を 返 す な ど 、

授 業 の 核 と な る 中 心 場 面 に つ い て 黒 板 も 利 用 し な が ら 模 擬 授 業 的 に

進め る。一人の人間として 臨むよう、参加者に声 掛けをして開始すると

よ い 。 担 当 学 年 で の こ れ ま で の 実 践 か ら 中 心 発 問 を 考 え る な ど す れ

ば、効率的である。中心発問は、多様な意見が出るものが望ましい 。 

 

（２）各グループで出た考えを全体共有し 、気になる考えを選択する《１０分》 

他のグループの考え（子どもの反応、中心発 問の 代案など）にも触 れ 、黒板等に書かれ た多

様な考え か ら、 気に なる ものを１つ選 び 、 それ が気に なった 理由を交 流す るこ と で 、一 層の価

値理解を 進める。 

 

（３）学習指導要領解説を読む《５分》 

  そ の 日 扱 っ た 内 容 項 目 を 、 学 習 指 導 要 領 解 説 で 確 認 す る 。 中 心 発 問 と 子 ど も の 反 応 が 、 本

時の中心価値の 理解につながっているかを 確認したい 。 

 

（４）研修を通し て感じ たことを交流する《５分》 

その日扱った内容項目について、率直に感じたこ と（気付き、疑問など）を交流する。自身の

内容項目に関する理解が深まること が重要である。 

解 説  小 ： ２ ２ - 2 7 、 ２ ８ ～ 頁  中 ： １ ９ - ２ ５ 、 ２ ６ ～ 頁  

模擬授業（１）（２）  

 

 

解説の確認（３） 

 

 

研修後交流（４）  
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研研修修２２３３  ＞＞  授授業業後後のの討討議議でで発発問問ににつついいててのの振振りり返返りり  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・事前に考えて いた他の発問例や 、事前協議で出された発問に関わ る意見の メモ 

 ・授業前に予想した３名の子どもの発言予想のメモ 

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・指導案 

・中心発問に対するやりとりが分かる授業記録（ 板書写真や動画記録も可）  

・子どもの表現物（本時のノートや ワークシートなど） 

 ・ラインマーカーなど（ ４色程度） 

 

教材名 
 

 

指 導 案 に 書 か れ

ていた中心発問 

 

 

 

 

手順と指示する内容 

１ 中心発問に込めた授業者の意図と 、実際の 授業で感じたずれや気付きなどを聞く。≪３分≫  

 

２  授業記録を もとに、以下の作業を行う。≪ 2２分≫  

（１）中心発問に 赤色のライ ン を 引く。  

 

（２）中心発問に対する子どもの反応に 青色の ライ ン を 引く。  

 

（３）その子どもの発言に対するやりと りや 、授業者の補助発問に 桃色のライン を引く。  

 

（４）それ 以外の 授業者が発言し た部分に 黄色のライ ン を引く。  

 

（５）発言の記録から、例えば下記の ような視点で再考する。 

 ① 多面的・多角的に考えるこ とができる問いであったか？  

 ② 道徳的価値を自分のこととして捉えること ができる問い であったか？  

 ③ 実際の発言の 中で、ね らいに関わる言葉や 考えがあらわれて いるの はどれ か？  

 ④ 実際の発言の 中で、クラス 全体に共有したい・確認したいような言葉や考え はどれ か？  

 

（６）教員の発言の中で、「効果的であった」「重要であった」 と思わ れ る点や、「 必要なかったか

もしれない」「しゃべ りすぎている」と 思われる点を確認し ながら、中心発問を再度考えてみる。  

 

３  次に同じ教材で授業をするならば、どの ような中心発問を 設定し たいかを考え、書く。≪５分≫ 

中心発問 
 

 

解 説  小 ： 8 4 - ８ ５ 、 1 1 5 - １ １ ６ 頁  中 ： 8 3 - 8 ４ 、 1 1 7 - １ １ ８ 頁  
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研研修修２２４４  ＞＞  生生活活単単元元学学習習やや自自立立活活動動とと道道徳徳教教育育・・道道徳徳科科ととのの関関連連  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと  

 ・学習指導 要領解説 特別の教科道徳編の「 内容項目の指導の 観点 」と、【研修２４  事前資 料】

を読んでおく。  

 ・年間指導計画から自立活動や 生活単元学習の指導内容に目を通し ておく。  

 ・特別支援学級に在籍している児童生徒の特性について 理解して おく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの  

 ・付箋、ペン     ・学習指導要領解説特別の 教科道徳編 

 ・自立活動や生活単元学習の指導内容を 書き出したもの（年間指導計画でも可）  

 ・通常の 学級における「道徳科の 年間指導計画、教材一覧表」  

 

1  共通理解事項 

特 別 支 援 学 校 （ 学 級 ） に お け る 道 徳 教 育 、 道 徳 科 は 、 学 校 の 教 育 課 程 全 体 の バ ラ ン ス を 図 り

ながら、児童生徒や学 校及び地域の実態等を考慮し、学習指導要領に基づ いて適切に設定して

いく必要がある。 

その 中 で 、 道 徳科 を 要 と し て 学 校 の 教 育 活 動 全 体を 通じ て 行 う 道徳 教 育は 、 「 生 き る 力」 を 育

むためのもの でなけれ ばならない 。（特別支援学校学習指導要領総則ｐ２１８-２１９より）  

   

2  手順と 指示する内容 

(1) 学習内容を基に関連する内容項目を 考え 、付箋に書く 

例➀【生活単元学習】  

  学習名：「ク リス マス 会を開こ う」  

  目  標：みんなで協力して、楽しいク リス マス会を開くことができる 

  関連する内容項目 

    →  「親切、思いや り」「相互理解、寛容」「 規則の尊重」「国際理解、国際親善」  
 

例➁【自立活動】  

  「 事例の 概要」  

学習面の中で、落ち着いて 順番を守ったり、ルールを守ったりするこ と 等の 社会性の

獲得を目指した指導 

   「達成の ために必要な指導項目」  

➀心理的な安定    …  1） 情緒の 安定      2） 状況の 理解 

➁人間関係の形成  … 1） 他者との関わ り   2）感情の理解  4）集団理解 

③コミュニ ケーション…  1）言語の 受容と 表出 5）状況に応じたコミュ ニケーション 

  関連する内容項目 

      →  ➀2）「 節度、節制」 ➁1） 「友情、信頼」   ➁2） 「相互理解、寛容」       

                                （ ※関 連す る 内容 項目 、 →か ら 後を 付 箋 に記 入 す る）  

（ ２ ） 特 別 支 援 学 級 の 担 任 を 中 心 に 学 年 集 団 （ 上 ・ 下 学 年 な ど ） で 話 し 合 う 。 特 に 大 切 に し た い

内容項目は何なの かを 、個別に明確化して いく。  

 

（ ３ ） 生 活 単 元 学 習 や 自 立 活 動 の 内 容 に リ ン ク で き る 道 徳 科 の 教 材 を 、 教 材 一 覧 表 を 基 に 吟 味

する。 

※ （ 2） （ 3） は 、一 方 だ けの 実 施で も 構わ な い 。特 別 支援 学 級担 任 の 目 的 に合わ せ た 研 修 が、

職員全体の共通理解と なる。  

特 支 解 説 総 則 編 ： １ ９ － ２ ０ 頁 、 2 1 8 - 2 1 9 頁 、 ３ ０ ５ － ３ ２ ９ 頁  
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【【研研修修２２４４  事事前前資資料料】】  

〇 特別支援学級の教育課程について 

 特別支援学級においては、学校教育法施行規則第１３８条で、小学校・中学校の教育課程を基本

としながら「特 別 の教 育課 程 」を編 成 することが認 められています。この「特 別 の教 育 課 程 」とは、児

童生徒の学習や生活に必要となる日本語の指導や障がいのある児童生徒の困難を改善・克服する

ための指導を行う教育形態です。 

 特別支援学級では、児童生徒の実態に応じた教育形態の中に、「自立活動」や「生活単元学習」

が含まれています。「自立活動」と「生活単元学習」には、以下のような違いが見受けられます。 

【自立 活 動】 障がいによる学習や生 活上の困 難を克 服 するために必 要な知 識や技 能、態 度、習

慣を養うため、必要とする項目を選定し、それらを相互に関連付けて指 導します。内容は、人間とし

ての基本 的な行 動を遂 行するために必 要な要 素と、障がいによる学 習 上又 は生 活 上の困 難を改

善・克服するために必要な要素で構成しており、「健康の保持」、「心理的な安定」、「人間関係の

形 成」、「環 境の把 握 」、「身 体の動 き」、「コミュニケーション」の６つの区 分に分 類 ・整 理されてい

ます。 

【生活単元学習】 各教科等を合わせた指導で、児童生徒が生活上の目標を達成したり、課題を

解 決したりするために一 連の活 動を組織 的 に経 験 させる指 導。自 立 的 な生 活に必 要 な事 柄を実

際 的 ・総 合 的 に学 ぶことを目 的 とします。一 律 に必 ず行 うというものではなく、児 童 生 徒 の実 態 に

応じて行います。生生活活 単単元元学学習習はは、、各教科、道徳科、外国語活動、特別活動、自立活動の一部又

は全部について合わせて授業をすることを指します。  

（（例例 ））生生 活活 単単 元元 学学 習習 「「ククリリススママスス会会 」」  

   → クリスマス会に関 連 した活 動 の中 で、必 要 な知 識 や技 能 を身 に付 ける。 

プログラムを書 く（国 語 ） /  飾 り付 け（図 工 ） /  クリスマスのお菓 子 を買 う（生 活 科 ）  

お菓 子 を買 う計 算 （算 数 ） /  友 達 と協 力 する（道 徳 ） /  学 級 として目 標 に向 かう（特 活 ） 

これらをミックスするため、時 間 割 で「生 単 」とし、それに合わせた教 育 課 程 を事 前 に組んでおきます。 
  

〇 道徳科の扱い 

特 別 支 援 学 校 に関 連 する道 徳 の扱 いは、特 別 支 援 学 校 幼 稚 部 教 育 要 領 、小 学 部 ・中 学 部 学 習

指導要領第 7 節（ｐ74 H29.4 月公示）の配慮事項に､また総則編（H30.3 月公示 p305-329）

にも同様の内容が明記されています。 

【各 教 科 における指 導 の基 本 方 針 】（特 別 支 援 学 校 教 育 要 領 ・学 習 指 導 要 領 解 説 総 則 編  ｐ310 より） 

 学 校 における道 徳 教 育 は、道道 徳徳 科科 をを要要 ととししてて学 校 の教 育 活 動 全 体 を通 じて行 われる。各 教 科 等 でど

のように道 徳 教 育 を行 うかについては、学 校 の創 意 工 夫 によるところであるが、各 教 科 等 は、各 教 科 等

の目 標 に基 づいてそれぞれに固 有 の指 導 を充 実 させる過 程 で、道 徳 性 が養 われることを考 え、見 通 し

をもって指 導 することが重 要 である。 

【指 導 内 容 の重 点 化 】（特 別 支 援 学 校 教 育 要 領 ・学 習 指 導 要 領 解 説 総 則 編  ｐ317 より） 

 道 徳 教 育 を進 めるに当 たっては、児 童 の障 がいの状 態 や特 性 及 び心 身 の発 達 の段 階 等 を踏 まえると

共 に、学 校 、地 域 社 会 等 の実 態 や課 題 に応 じて、学 校 としての指 導 の重 点 に基 づき、各 学 年 段 階 の指

導 内 容 についての重 点 化 を図 ることが大 切 である。 

道徳教育は普段から通常の学級と同様に指導していく必要があります。その上で、道徳性を養うた

め、一歩立ち止まる時間として、道徳科を取り入れることが、大切になります。 

 

☆ 研 修 では、「特 別の教 育 課 程」の共 通理 解 を図 ります。その上 で、各 学 習が内 容 項 目とどのよう

に関連できるかを考えることや道徳科で使用する教材と自立活動や生活 単元学習がうまくリンク

できるものがあるかどうかを吟 味 することなど、道 徳 科 を実 施 する際 、想 起 場 面 や児 童 生 徒 の根

拠を探るエピソードを表出させる足掛かりとしていきます。 
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道徳ラボ 2024 道徳教育 15 分・30 分研修支援シート 

研研修修２２５５  ＞＞  協協働働ブブララッッシシュュアアッッププ型型道道徳徳授授業業  

 

事事前前にに準準備備ししてておおききたたいいここ とと（（協協働働研研修修②②・・③③））  

・授業で用いた指導略案に、良かった点、改善点、み んなで考えたい 点を書き込んでおく。  

そそのの場場にに準準備備ししてておおききたたいい もものの（（協協働働研研修修②②・・③③））  

・端末     ・授業①（ ②）の指導略案     ・授業①（ ②） で行った板書の写真 

 

１  研修全体の概要 

本研修は、３０分研修（ 「協働研修」と 名称する）３回と授業実践２回の 計５回で構成される。 

具体的には、数週間の 期間で行う学年内研修 を想定している。まず学年団で、２チームに 分か

れ る。 次 に、 同じ 教材を 用いて 、 チーム ・ テ ィー チン グ で２ クラス に 対し て授業 ①を行 う 。 授業 実施

後には、学年団で省察を行い、改善点等を明らかにした上で授業②に臨む（下図参照）。  

２ チ ー ム に 分 か れ る 際 に は 、 一 方 的 な 指 導 に な ら な

い よ う に メ ン バ ーの 組み 合わ せ を 考 慮し 、 教 員 間の コミ

ュニケーションを促進できるよう努める。 

 
２ 各研修の内容 

 

３  協働研修②③の具体的な内容（ ３０分構成） 

（１）各教員が授 業①を 踏まえて、良 かった 点、 改善点、み

んなで考え たいこと 等） について 、伝え 合う。  

≪１０分以内≫  

  ※適宜、解説の「 評価の観点（ ア～カ）」を 参考にする。  

  ※適宜、ＰＭ Ｉ（右図） などの 思考ツールを使用する。 

（２）特に深め たいこと を１～３つ に絞る。≪５分以内≫  

（ ３ ） 深 め た い こ と に つ い て 学 年 団 で 検 討 し 、 授 業 ② に 向

けた改善の 方策を考え る。≪15 分以内≫  

  ※指導略案等は、オ ンライン上で共同編集を行いその 都度改善する。 
 

◎  本 研 修 は 、 東 京 学 芸 大 学 教 職 大 学 院 生 ・ 五 十 嵐 悠 葵 さ ん 、 上 山 結 子 さ ん 、 君 山 吏 李 圭 さ ん 、 佐 野 支 帆 子 さ

ん が 考 え た ３ ０ 分 研 修 の ア イ デ ア を 基 に 再 構 成 し た も の で す 。  

協 働 研

修① 

授 業 の ね ら い の 共 有 ( 教 材 は 事 前 に 読 ん

で お く と と も に 、 「 指 導 の 要 点 」 や 「 ね ら

い」に絞って検討を行う。)  

授業① 1 組 ［ T1( M) ・ T ２ (S ) ］ 、 ２ 組 ［ T 2(M ) ・

T４(S )］ で道徳授業を 行う。  

協 働 研

修② 

授業①の 省察・改善 

※詳細は下記参照 

授業② 3 組［ T３(M) ・T １(S ) ］、４組［T ４( M) ・

T２(S )］  で改善し たものの実践を行う。  

協 働 研

修③ 

授業②の 省察・改善（授業①と同様）  

授業①②から明らかになったこ との整理 

解 説  小 ： １ １ ５ - １ １ ６ 頁  中 ： １ １ ７ ― １ １ ８ 頁  

※３０分 

研修 

※３０分 

研修 

※３０分 

研修 

－36－



           

校内研修や個人研修教材として作成してきたこれまでの道徳ラボ研修教材 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平平成成 2288 年年度度研研修修教教材材【【「「かかががわわ道道徳徳ララボボ」」道道徳徳教教育育研研修修ＤＤＶＶＤＤ教教材材】】 
 

            かがわ道徳ラボＱ＆Ａ 目 次 

１ なぜ、道徳が教科になるのですか？何が変わるのですか？ 

２ 学校として、35 時間の量的確保を教員が意識するための具体的な手立てはありませんか？ 

３ 道徳科の実施にあたり、管理職はどのようなことに留意すればよいのですか？ 

４ 道徳教育推進教師が、特に意識しなければならないことは何ですか？ 

５ 道徳科の指導方法では、特に何を意識すればよいのですか？ 

６ 道徳科での問題解決的な学習で気をつけたいことは何ですか？ 

７ 複数の価値が対立したり、結末が描かれていないオープンエンドの教材を扱ったりする際 

の指導では、どのような配慮や支援が大切ですか？ 

８ 道徳の教科化について、保護者への説明や情報発信はどうすればよいのですか？ 

９ 年間指導計画や別葉の作成において、どのように作業を進めればよいのですか？ 

10 発達障害等の配慮を必要とする子どもたちにどのような支援を大切にすればよいのですか？ 

11 道徳教育を柱として、幼小連携を推進したいのですが、何から取り組めばよいのですか？ 

12 道徳科の評価を行う際のポイントや評価の記載はどのように進めていけばよいのですか？ 

13 道徳科の研修が必要であると思うが、教員の研修の必要性や大切さを共通理解する際に知っておけば 

よいことは何ですか？ 

14 道徳科に関する効果的な校内研修の工夫として何かヒントはありませんか？ 

15 完全実施直前に校内研修等で、共通理解を図るためにも確認しておくべき資料や文章等は何ですか？ 

16 道徳科になり、教科書が使用されますが、今までの郷土資料や学校で開発した教材等は使えますか？ 

17 県教育委員会が作成してきた郷土資料や道徳関係の資料等には、どのようなものがありますか？ 

18  道徳科に関することでの質問や相談を大学や教育センターにすることは可能ですか？ 

19 道徳科の授業や校内研修等でタブレットの活用でどのようなことができますか？ 

20 教科化を機に、教員自身の倫理観やモラルの向上を高める何かヒントはありませんか？ 

 平平成成 2299 年年度度研研修修教教材材【【かかががわわ道道徳徳ララボボＱＱ＆＆ＡＡ】】Ｑ１からＱ２０まで、道徳の教科化や道徳科の

授業づくりに関わる悩みや課題と思われる内容をＱ＆Ａの形で掲載 全 50 頁 
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平平成成 3300 年年度度研研修修教教材材【【四四国国道道徳徳ララボボ道道徳徳研研修修ＤＤＶＶＤＤ教教材材質質のの高高いい道道徳徳科科のの授授業業づづくくりりををめめざざししてて】】  

 
目  次 

１ 道徳科の授業での課題を互いに確認 

２ 教材を読みこみ中心発問と児童生徒の反応の予想 

３ 実践書きこみ用  中心発問と児童生徒の反応の予想 

４ 若年研修用 中心発問と児童生徒の反応の予想 

５ 授業後の協議用 発問について ふり返ろう 

６ 板書を想定して授業構想  

７ 板書写真から授業について ふり返ろう 

８ 実践書き込み用 板書写真から授業について ふり返ろう 

９ 道徳科の評価文作成の前に①：できることの 3段階 

10 道徳科の評価文作成の前に② 

  道徳 校内研修用資料（評価のポイント）小学校 

道徳 校内研修用資料（評価のポイント）中学校 

11 授業後の意識の継続を図る背面掲示の作成  

12 道徳科の多様な導入 

13 若年教員の研修 ～中心発問について～ 

14 道徳科の授業における発問 

15 道徳ノートやワークシートを活用した見取り 

16 中心発問から板書構想 

17 多面的･多角的に考えるための活動や思考ツールの有効な活用 

18 道徳科の計画から実践への見える化づくり 

19 道徳科の年間指導計画の見直しと実践計画 

20 地域教材と教科書教材の検討  

校内研修や個人研修教材として作成してきたこれまでの道徳ラボ研修教材 

令令和和元元年年度度研研修修教教材材【【道道徳徳ララボボ――校校内内研研修修のの充充実実――3300 分分でで挑挑戦戦！！演演習習用用シシーートト教教材材集集】】  

           

 
 
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
平平成成 3300 年年度度研研修修教教材材【【四四国国道道徳徳ララボボ道道徳徳研研修修ＤＤＶＶＤＤ教教材材質質のの高高いい道道徳徳科科のの授授業業づづくくりりををめめざざししてて】】  

 
目  次 

１ 道徳科の授業での課題を互いに確認 

２ 教材を読みこみ中心発問と児童生徒の反応の予想 

３ 実践書きこみ用  中心発問と児童生徒の反応の予想 

４ 若年研修用 中心発問と児童生徒の反応の予想 

５ 授業後の協議用 発問について ふり返ろう 

６ 板書を想定して授業構想  

７ 板書写真から授業について ふり返ろう 

８ 実践書き込み用 板書写真から授業について ふり返ろう 

９ 道徳科の評価文作成の前に①：できることの 3 段階 

10 道徳科の評価文作成の前に② 

  道徳 校内研修用資料（評価のポイント）小学校 

道徳 校内研修用資料（評価のポイント）中学校 

11 授業後の意識の継続を図る背面掲示の作成  

12 道徳科の多様な導入 

13 若年教員の研修 ～中心発問について～ 

14 道徳科の授業における発問 

15 道徳ノートやワークシートを活用した見取り 

16 中心発問から板書構想 

17 多面的･多角的に考えるための活動や思考ツールの有効な活用 

18 道徳科の計画から実践への見える化づくり 

19 道徳科の年間指導計画の見直しと実践計画 

20 地域教材と教科書教材の検討  

校内研修や個人研修教材として作成してきたこれまでの道徳ラボ研修教材 

令令和和元元年年度度研研修修教教材材【【道道徳徳ララボボ――校校内内研研修修のの充充実実――3300 分分でで挑挑戦戦！！演演習習用用シシーートト教教材材集集】】  
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令令和和 22 年年度度研研修修教教材材【【道道徳徳科科授授業業ににおおけけるる教教具具作作成成支支援援シシーートト集集】】  
 
 平成 28 年度から令和 2 年度まで、道徳ラボで取り上げた内容や参加者のニーズに応じて 
校内研修や個人研修で活用できる道徳教育研修教材として冊子や DVD を作成してきた。 

 
これらの研修教材が参加者の多様な学びの広がりにつながった事例の一部を紹介する。 

《事例１》 H28 の教職大学院生の置籍校が DVD 研修教材を校内研修で活用 ⇒ 各教員 
の疑問や悩みを「何でも相談ネット」でやり取り ⇒ 複数教員が H29 道徳ラボに 
参加 ⇒ 夏休み校内研修を支援・協力 ⇒ H30 も継続的に参加 

 
《事例２》 H29 作成教材を他県の指導主事が、研究指定校等へ紹介し活用 ⇒ H30 四国 

道徳ラボに参加 ⇒ 県を超えて道徳教育に関する情報交換と研修情報の共有。そ 
の後も、継続的に参加し研修教材の活用と使用後の反応の報告など 
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令和６年度道徳ラボ成果教材 

「道徳ラボ１５分・３０分研修支援シート集」 編集、執筆者、作成協力者 

 
香香川川大大学学教教職職大大学学院院  

 教  授.  植田 和也（企画、執筆） 

 准教授.  清水 顕人（編集事務局、執筆）  

 准教授.  中名 紀子（執筆、編集協力） 

 准教授.  大西 美輪（執筆、編集協力） 

 教職大学院生.  時岡 海大（執筆） 

  

指指導導助助言言  

 香川大学 名誉教授.  七條 正典 

 東京学芸大学 教授.  齋藤 嘉則 

  

執執筆筆者者  

 東京学芸大学 准教授.  浅部 航太 

 宇和島市立鶴島小学校

 

教諭.

  

小島

 

啓明 

 

弥富市立十四山東部小学校 教諭.  鈴木 賢一

 

  

作作成成協協力力

  

  香川県教育センター

 

 

主任指導主事.  一田 幸子

 

 

指導主事.  天野   歩

 

高松市総合教育センター

  

 

ICT 推進室 室長補佐.  西山 英希

 

 

指導主事.  前場 智美

 

 

指導主事.  靏羽 美緒

 

令和６年度東京学芸大学教職大学院生

 

   五十嵐 悠葵、 上山 結子、 君山 吏季圭、 佐野 支帆子

 

令和６年度本学教職大学院生（令和6 年度

 

「道徳教育の実践研究」受講者）

 

常包

 

孝彦、

  

安田

 

遥平、

 

山本

 

澄代、

 

池田

 

葵、

 

河原

 

聡美、

 

野崎

 

由莉、

 

原口

 

弓子 

  

イイララスストト

  

高松大学 准教授.  佐々木 啓祐
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岡山県総合教育センター 　指導主事  近藤   広理



令和６年度 道徳ラボ運営組織体制 

香香川川大大学学教教職職大大学学院院・・教教育育学学部部  

 学部長.  平   篤志 

 教  授.  植田 和也 

 教  授.  金綱 知綱 

 准教授.  清水 顕人 

 准教授.  中名 紀子 

 准教授.  大西 美輪 

 教務課大学院係.  上田 祐史 

 事務課(北)総務係.  奥野 雅統 

香香川川県県教教育育セセンンタターー  

 所  長.  福田 宏志 

 教職員研修課 課長.  田上 重士 

 主任指導主事.  一田 幸子 

 指導主事.  天野   歩 

高高松松市市総総合合教教育育セセンンタターー  

 所  長.  真鍋 康秀 

 支援係長.  泉保 光邦 

 ICT 推進室 室長補佐.  西山 英希 

 指導主事.  前場 智美 

 指導主事.  靏羽 美緒 

  

ああ  とと  がが  きき  

平成２８年度にスタートした道徳ラボも今年度で９年目となりました。これまでの道徳ラボに参加されている方の

アンケートから、「ラボでの学びを校内に生かしたいが、そのために研修の手順やそのまま使える教材分析や指導

方法等に関するシートがあれば有難い」といった声を複数いただきました。そこで、令和元年度の道徳ラボ成果教

材として「道徳ラボ －校内研修の充実－３０分で挑戦！演習用シート教材集」を作成しました。それから５年が経ち、

その間、30分演習用シートにも好評をいただいき、Nits の中央研修（R3.R4中核教員対象）等でも演習等で実際

に活用させていただきました。 

「道徳ラボ１５分・３０分研修支援シート集」は、令和元年度版を基盤として、昨今の学校現場の事情を鑑み、新た

に１５分でも取り組める内容を加えて充実を図りました。是非、有効に活用していただき、各学校における校内研修

や学年団研修等が短時間でも充実して実施されますことを願っています。また、アレンジや新たな提案をお寄せい

ただければ幸いです。 植田 和也 
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令和６年度独立行政法人教職員支援機構における 

連携教職大学院等を対象とする地域センター事業 

  

令令和和６６年年度度道道徳徳ララボボ成成果果教教材材  

「「道道徳徳ララボボ１１５５分分・・３３００分分研研修修支支援援シシーートト集集」」  

 

四国地域教職アライアンス香川大学センター 

令和７年３月 

 

編集事務局 ： 清水顕人研究室 

E-mail  shimizu.akihito@kagawa-u.ac.jp 

 

国立大学法人 香川大学大学院教育学研究科 

高度教職実践専攻（教職大学院） 

〒７６０－８５２２ 香川県高松市幸町１－１ 

 

 








